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は
し
が
き

　

本
書
は
昨
年
刊
行
し
た
『
関
西
大
学
泊
園
文
庫 

自
筆
稿
本
目
録
稿
（
甲
部
）』（
関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
続
く
も
の

で
、
泊
園
文
庫
自
筆
稿
本
の
丙
部
に
分
類
さ
れ
る
文
献
の
目
録
で
あ
る
。

　

泊
園
文
庫
は
江
戸
時
代
後
期
の
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）、
四
国
讃
岐
の
儒
者
藤
澤
東と
う
が
い

が
大
阪
に
開
い
た
漢
学
塾
「
泊
園
書
院
」
の
蔵
書

で
あ
り
、
書
院
が
東

の
子
の
南な

ん
が
く岳

、
南
岳
の
子
の
黄こ

う
こ
く鵠

・
黄こ

う

坡は

、
黄
坡
義
弟
の
石
濱
純
太
郎
に
よ
っ
て
昭
和
の
終
戦
を
迎
え
る
ま
で
長
く

維
持
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）、
そ
の
蔵
書
が
黄
坡
の
子
で
小
説
家
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
藤
澤
桓た

け

夫お

、
お
よ
び
当
時
関
西
大
学
文
学
部
教
授
で
あ
っ
た
石
濱
純
太
郎
に
よ
り
本
学
に
泊
園
文
庫
と
し
て
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
の
泊
園
文
庫
の
一
般
書
籍
す
な
わ
ち
刊
本
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）、『
関
西
大
学
泊
園
文
庫
蔵
書
書
目
』
が

関
西
大
学
出
版
部
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
自
筆
稿
本
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
整
理
が
な
さ
れ
ず
、
目
録
も
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
に
い
う
自
筆
稿
本
は
、
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。

　
　

・
甲
部　
　

東

、
南
岳
、
黄
鵠
、
黄
坡
、
石
濱
純
太
郎
の
手
稿
本

　
　

・
丙
部　
　

他
の
学
者
文
人
の
手
稿
本
、
門
人
帳
な
ど

　
　

・
そ
の
他　

書
簡
、
他
の
書
籍
、
文
書
資
料
な
ど

　

す
な
わ
ち
、
手
稿
本
を
中
心
と
す
る
資
料
群
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
丙
部
の
所
蔵
資
料
は
全
百
二
十
九
点
で
、
合
計
二
百
九
十
冊
あ
ま
り
に

の
ぼ
る
。

　

本
目
録
作
成
に
あ
た
っ
て
は
お
お
む
ね
一
般
的
な
目
録
の
方
法
に
従
っ
た
が
、
丙
部
の
特
性
に
か
ん
が
み
て
次
の
よ
う
に
し
た
。

一
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
写
本
で
あ
る
た
め
「
写
本
」
と
い
う
表
記
は
し
な
か
っ
た
。
写
本
で
な
い
場
合
の
み
、
洋
装
活
版
な
ど
と
記
し

た
。



二
、
大
部
分
が
漢
文
に
よ
る
著
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
「
漢
文
」
と
い
う
表
記
は
せ
ず
、
和
文
の
場
合
に
の
み
「
和
文
」
と
記
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
文
体
に
関
し
て
何
も
表
記
が
な
け
れ
ば
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
、
備
考
欄
に
当
該
資
料
の
内
容
や
書
き
入
れ
、
資
料
内
に
残
さ
れ
る
挟
み
物
な
ど
に
つ
い
て
記
し
た
。

四
、LH

2
以
下
は
関
西
大
学
総
合
図
書
館
の
請
求
記
号
（
整
理
番
号
）
で
あ
る
。

　
　
　
　

二
〇
一
三
年
三
月
二
十
日

 

吾
妻
重
二　
　

＊ 

本
稿
は
文
部
科
学
省
「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
」
に
よ
っ
て
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
内
に
設
立
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」（
平
成
二
十
三
年
度
〜
二
十
七
年
度
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



一

　
　

関
西
大
学
泊
園
文
庫　

自
筆
稿
本
目
錄
稿
（
丙
部
）

文
章
廻
瀾　
一
冊
一
帙　

五
井
蘭
洲
編 

LH
2

／
丙1

〔
葉
数
〕
二
十
四
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
文
章
廻
瀾
」　

書
き
付
け
外
題
「
文
章
廻
瀾
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

第
二
十
二
葉
冒
頭
に
「
辨
滄
浪
詩
話　

附
錄
」
と
あ
り　

欄
外
書
き
入

れ
多
し　

題
簽
「
文
章
廻
瀾
」
の
帙
に
収
む

典
謨
接　
一
冊　

中
井
履
軒
著 
LH
2

／
丙2

〔
葉
数
〕
七
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
典
謨
接
」　

書
き
付
け
外
題
「
典
謨
接　

完
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　
『
尚
書
』
堯
典
・
皋
陶
謨
の
解
説　
『
尚
書
』
本
文
を
朱
筆
で
記
す　

欄

外
書
き
入
れ
多
し　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

一
」
の
帙
に
収
む

東
征
稿
・
西
上
記　
一
冊　

中
井
竹
山
著 

LH
2

／
丙3

〔
葉
数
〕
四
十
三
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
東
征
稿
」「
西
上
記
」　

書
き
題
簽
「
東
征
稿　

西
上
記
」

〔
蔵
書
印
〕
題
簽
の
下
部
に
「
求
仁
堂
」
印　

巻
末
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
精
写
本　

四
つ
目
綴
じ　

表
紙
貼
付
「
泊
園
文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
に
「
甲　

書
目 
東
征

稿 

西
上
記　

冊
数 

一
」
と
あ
り　

安
永
二
年
南
宮
岳
序
、
同
年
渋
井
孝
徳
跋　

朱
点
あ

り　

欄
眉
に
書
き
入
れ
多
し　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

一
」
の
帙
に
収
む

西
岡
集　
一
冊　

中
井
竹
山
著 

LH
2

／
丙4

〔
葉
数
〕
二
十
七
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
西
岡
集
」　

書
き
題
簽
「
西
岡
集　

全
」

〔
備
考
〕
精
写
本　

大
和
綴
じ　

朱
点　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
欄
眉
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
懐

徳
堂
叢
書　

一
」
の
帙
に
収
む

社
倉
私
議　
一
冊　

中
井
竹
山
撰 

LH
2

／
丙5

〔
葉
数
〕
二
十
七
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
社
倉
私
議
」　

書
き
付
け
外
題
「
社
倉
私
議　

全
」

〔
備
考
〕
和
文　

大
和
綴
じ　

第
二
十
二
葉
よ
り
「
附
錄
」　

文
末
に
「
寛
政
甲
寅
仲
冬　

竹
山

居
士
識
」
と
あ
り　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

一
」
の
帙
に
収
む

孟
子
逢
原
抄
錄　
一
冊　

中
井
竹
山
撰 

LH
2

／
丙6

〔
葉
数
〕
三
十
七
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
孟
子
逢
原
抄
錄　

缺
後
半
部
」

〔
蔵
書
印
〕
裏
表
紙
の
左
下
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

表
紙
貼
付
「
泊
園
文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
に
「
戊　

書
目 

孟
子
逢
原
抄
錄　

冊
数 

一
」
と
あ
り　

朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
少
し
あ
り　

大
正
二
年
の
大
城
戸
宗

重
識
語
あ
り
、「
黄
鵠
兄
に
贈
る
」
と
記
す　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

一
」
の
帙
に
収
む

中
庸　
一
冊　

中
井
甃
庵
・
五
井
蘭
洲
・
中
井
竹
山
等
注 

LH
2

／
丙7

〔
葉
数
〕
四
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
書
き
付
け
外
題
「
中
庸　

全
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
右
下
に
「
求
仁
堂
」
印

〔
備
考
〕
精
写
本　

大
和
綴
じ　

旧
注
お
よ
び
蘭
洲
・
甃
庵
・
竹
山
ら
の
説
を
併
せ
記
す　

欄

外
書
き
入
れ
あ
り　

裏
表
紙
右
下
に
「
求
仁
堂
藏
本
」
と
墨
書
す　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢



二

書　

一
」
の
帙
に
収
む

平
洲
紀
先
生
感
懐
詩　
一
冊　

細
井
平
洲
撰　

中
井
竹
山
批
評 

LH
2

／
丙8

〔
葉
数
〕
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
平
洲
紀
先
生
感
懐
詩
」　

書
き
付
け
外
題
「
平
洲
先
生
感
懐
詩
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

表
紙
に
「
竹
山
居
士
批
評
」「
松
篁
軒
藏
」
と
墨
書
す　
「
細
井
平
洲
先

生
舊
里
碑
」
を
双
行
注
で
附
錄
す　

文
政
戊
子
の
神
埜
世
猷
識
語
、
己
酉
年
の
竹
山
識

語
あ
り　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
多
し　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

二
」
の

帙
に
収
む

中
庸　
一
冊　

中
井
履
軒
校 

LH
2

／
丙9

〔
葉
数
〕
十
二
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
中
庸
」　

外
題
な
し

〔
備
考
〕
精
写
本　

大
和
綴
じ　

内
題
の
下
に
「
水
哉
館
定
本
」
と
あ
り　
『
中
庸
』
本
文
を
二

十
七
章
に
分
か
つ
句
点　

欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

二
」
の
帙
に

収
む

大
學
錯
問　
一
冊　

中
井
履
軒
撰 

LH
2

／
丙10

〔
葉
数
〕
三
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
水
哉
館　

大
學
錯
問
」

〔
備
考
〕
精
写
本　

大
和
綴
じ　

朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

二
」
の

帙
に
収
む

世
説　
一
冊　

中
井
履
軒
編 

LH
2

／
丙11

〔
葉
数
〕
九
十
三
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
世
説
」　

書
き
付
け
外
題
「
水
哉
館
世
説
頭
書　

全
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

二
」
の

帙
に
収
む

荘
子
雕
題　
一
冊　

中
井
履
軒
撰 

LH
2

／
丙12

〔
葉
数
〕
五
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
荘
子
雕
題
」　

〔
蔵
書
印
〕
裏
表
紙
左
下
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

書
き
付
け
外
題
に
「
荘
子
雕
題　

内
篇
」
と
あ
る
も
、「
荘
子
雕
題　

外

篇
」
を
附
す　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

二
」
の

帙
に
収
む

利
政
雜
議　
一
冊　

中
井
履
軒
撰 

LH
2

／
丙13

〔
葉
数
〕
十
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
利
政
雜
議
」　

書
き
付
け
外
題
「
利
政
雜
議
」

〔
蔵
書
印
〕
書
き
付
け
外
題
の
下
に
「
求
仁
堂
」
印　

巻
末
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　
「
擬
喩
」
の
文
を
附
す　

墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
懐
徳
堂

叢
書　

二
」
の
帙
に
収
む

傳
疑
小
史　
一
冊
一
帙　

中
井
履
軒
撰 

LH
2

／
丙14

〔
葉
数
〕
十
七
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
傳
疑
小
史
」　

書
き
付
け
外
題
「
傳
疑
小
史
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

精
写
本　

巻
末
に
「
文
化
紀
元
九
日　

幽
人
識
」「
文
政
丁
亥
孟
春　

北

岳
子
校
定
」
と
あ
り　

句
点　

題
簽
「
傳
疑
小
史
」
の
帙
に
収
む

履
軒
古
韻　
一
冊　

中
井
履
軒
著 

LH
2

／
丙15

〔
葉
数
〕
四
十
六
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
履
軒
古
韻
」　

書
き
付
け
外
題
「
幽
人
先
生
古
韻　

完
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
に
「
泊
園
書
院
文
庫
」
印



三

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

明
和
庚
寅
孟
春
の
履
軒
幽
人
序
あ
り　

表
紙
貼
付
「
泊
園
文
庫
」
の

ラ
ベ
ル
に
「
辛　

書
目 

幽
人
先
生
古
韻　

冊
数 

一
」
と
あ
り　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書

き
入
れ　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

三
」
の
帙
に
収
む

履
軒
古
韻　
一
冊　

中
井
履
軒
著 

LH
2

／
丙16

〔
葉
数
〕
三
十
二
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
履
軒
古
韻
」　

書
き
付
け
外
題
「
履
軒
古
韻
」

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

明
和
庚
寅
孟
春
の
履
軒
幽
人
序
あ
り　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入

れ　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

三
」
の
帙
に
収
む

履
軒
古
韻　
一
冊　

中
井
履
軒
著 
LH
2

／
丙17

〔
葉
数
〕
三
十
二
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
履
軒
古
韻
」　

書
き
付
け
外
題
「
履
軒
古
韻　

全
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
裏
面
の
左
下
に
「
荻
埜
」
印　

巻
頭
に
「
泊
園
藏
書
之
記
」
印

〔
備
考
〕
精
写
本　

四
つ
目
綴
じ　

明
和
庚
寅
孟
春
の
履
軒
幽
人
序
あ
り　

表
紙
貼
付
「
泊
園

文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
に
「
辛　

第
三
六
號　

書
目 

履
軒
古
韻　

函
号 

五　

冊
数 

一
」
と

あ
り　

表
紙
裏
面
の
右
下
隅
に
南
岳
の
字
で
「
叢
書
之
一
」
と
あ
り　

朱
筆
・
墨
筆
に

よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

三
」
の
帙
に
収
む

九
歎　
一
冊　

中
井
履
軒
撰 

LH
2

／
丙18

〔
葉
数
〕
三
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
九
歎
」　

書
き
付
け
外
題
「
履
軒
先
生
九
歎　

全
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

三
」
の
帙
に
収
む

北
窓
雜
記　
一
冊　

著
者
未
詳 

LH
2

／
丙19

〔
葉
数
〕
六
十
四
葉
（
墨
付
四
十
八
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
備
忘　

北
窓
雜
記
」

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

巻
首
下
部
に
「
損
哉
樓
主
」
と
墨
書
す　

和
文
で
書
か
れ
た
部
分
あ

り　
「
懐
德
堂
」
の
用
箋
を
用
う　

朱
墨
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

四
」
の
帙
に
収
む

升
堂
記
聞　
孟
子　
一
冊　

並
河
天
民
講
義　

並
河
機
息
記
聞 

LH
2

／
丙20

〔
葉
数
〕
三
十
二
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
孟
子
」　

書
き
付
け
外
題
「
升
堂
記
聞　

孟
子
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

書
き
付
け
外
題
の
下
に
「
天
民
先
生
講
義
」「
機
息
先
生
記
聞
」
と
あ
り　

「
懐
德
堂
」
の
用
箋
を
用
う　

朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

四
」

の
帙
に
収
む

渫
翁
先
生
諸
説　
一
冊　

中
井
竹
山
撰 

LH
2

／
丙21

〔
葉
数
〕
二
十
三
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
渫
翁
先
生
諸
説
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
左
に
「
求
仁
堂
」
印

〔
備
考
〕
和
文　

大
和
綴
じ　
「
答
小
西
純
達
書
」「
答
丸
川
千
秋
問
目
」「
答
股
野
嘉
善
」「
答

谷
生
論
主
一
無
適
」「
答
松
藩
谷
某
」
を
含
む　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

四
」
の
帙
に
収

む

履
軒
先
生
説　
一
冊　

中
井
履
軒
撰 

LH
2

／
丙22

〔
葉
数
〕
六
十
四
葉
（
墨
付
六
十
二
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
履
軒
先
生
説
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
外
題
下
に
「
求
仁
堂
」
印　

第
三
十
九
葉
表
の
右
下
に
「
求
仁
堂
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

巻
末
の
「
答
官
良
佐
」
の
み
和
文　

第
三
十
葉
か
ら
第
四
十
一
葉
ま
で

「
艸
雲
盧
」
の
用
箋
を
用
う　

第
四
十
四
葉
か
ら
第
四
十
八
葉
ま
で
「
揚
善
社
」
の
用
箋

を
用
う　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
懐
徳
堂
叢
書　

四
」
の
帙
に

収
む



四

懐
徳
堂
諸
先
生
逸
詩　
一
冊
一
帙　

三
宅
石
庵
・
五
井
蘭
洲
・
中
井
竹
山
等
撰 

 
LH
2

／
丙23

〔
葉
数
〕
十
二
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
懐
徳
堂
諸
先
生
逸
詩
」　

書
き
付
け
外
題
「
懐
悳
詩　

全
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

一
部
に
和
歌
あ
り　

朱
墨
に
よ
る
書
き
入
れ　

墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き

入
れ
あ
り　

題
簽
「
懐
徳
堂
諸
先
生
逸
詩
」
の
帙
に
収
む

弊
帚
季
編　
一
冊
一
帙　

中
井
履
軒
撰 

LH
2

／
丙24

〔
葉
数
〕
二
十
五
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
弊
帚
季
編
」　

書
き
題
簽
「
弊
帚
季
編　

上
下　

全
」

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

文
化
丁
卯
夏
序　

朱
点　

朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

題
簽
「
弊

帚
季
編
」
の
帙
に
収
む

履
軒
古
風　
一
冊
一
帙　

中
井
履
軒
撰 

LH
2

／
丙25

〔
葉
数
〕
三
十
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
履
軒
古
風
」　

外
題
な
し

〔
備
考
〕
精
写
本　

四
つ
目
綴
じ　

三
巻
に
分
か
つ　

墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

第

二
十
八
葉
に
「
先
生
手
書
与
寫
本
有
同
異
」
と
し
て
附
箋
を
貼
り
つ
け
る　

題
簽
「
履

軒
古
風
」
の
帙
に
収
む

尚
書　
一
冊
一
帙　

中
井
履
軒
等
注 

LH
2

／
丙26

〔
葉
数
〕
三
十
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
書
」　

書
き
付
け
外
題
「
尚
書　

帆
新
註
」

〔
蔵
書
印
〕
第
一
葉
表
右
下
に
「
雨
後
亭
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

巻
一
の
み　

堯
典
よ
り
皋
陶
謨
ま
で　

旧
註
・
蔡
沈
註
・
履
軒
註
・

万
里
註
を
併
記
す　

朱
点　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
訂
正
あ
り　

題
簽
「
尚
書
」
の
帙
に

収
む

慶
長
元
和
両
度
大
阪
役
圖　
一
枚 

LH
2

／
丙27

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

紙
袋
の
書
き
付
け
外
題
「
慶
長
元
和
両
度
大
阪
役
図
」

〔
備
考
〕
八
〇
・
六
×
一
二
〇
セ
ン
チ
の
筆
彩
写
図　

書
き
付
け
外
題
の
右
に
「
懐
德
書
院
敎
授

並
河
寒
泉
遺
書
」
と
あ
り　
「
伏
見
稲
荷
大
社
」
の
紙
袋
に
折
り
畳
ん
で
収
む

周
易　
坤
屯　
一
冊　

満
生
大
麓
述 

LH
2

／
丙28

〔
葉
数
〕
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
大
麓
先
生
代
紳
錄　

周
易　

坤
屯
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
満
生
大
麓
先
生
代
紳
錄　

周
易
」

の
帙
に
収
む

周
易　
自
下
経
至
序
卦　
一
冊　

満
生
大
麓
述 

LH
2

／
丙29

〔
葉
数
〕
六
十
二
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
周
易　

自
下
経
至
序
卦
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

巻
末
に
「
天
明
元
年
仲

秋
上
旬
」
と
あ
り　

題
簽
「
満
生
大
麓
先
生
代
紳
錄　

周
易
」
の
帙
に
収
む

周
易　
上
繫
辭 

下
繫
辭　

説
卦 

序
卦 

雜
卦　
一
冊　

満
生
大
麓
述 

LH
2

／
丙30

〔
葉
数
〕
五
十
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
周
易　

上
繫
辭 

下
繫
辭　

説
卦 

序
卦 

雜
卦
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

巻
末
識
語
に
「
于
時
天
明
二
年
壬
寅
之

歳
十
二
月
中
旬

之
於
浪
華
僑
居
右
者　

大
麓
先
生
代
紳
錄
也
云
爾
」
と
あ
り　

題
簽

「
周
易　

満
生
大
麓
先
生
代
紳
錄
」
の
帙
に
収
む



五

論
語
代
紳
錄　
一
冊
一
帙　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙31

〔
葉
数
〕
九
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
論
語
代
紳
錄
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
第
四
十
七
葉
裏
・
第
四
十
八
葉
表
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

學
而
第
一
よ
り
郷
黨
第
十
ま
で　

墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ

あ
り　

表
紙
書
き
付
け
外
題
の
右
に
「
豫
州
松
山
田
那
邊

仲
修
思
室
者

仲
之
所
宅

而
先
生
所
賜
之
稱
也　

此
者
静
齋
先
生
所
講
而
田
那
邊

仲
之
代
紳
錄
也
」「
于
時
天

明
三
年
癸
卯
之
春
三
月
摸
之
於
修
思
室
也
」
と
書
き
付
け　

第
二
十
七
葉
裏
と
第
二
十

八
葉
表
の
間
に
紙
片
の
挟
み
も
の
あ
り
、「
右
ハ
静
齋
先
生
豫
州
松
山
伴
奐
亭
ニ
ヲ
イ
テ

講
ジ
終
ル
焉　

蒙
園
藏
」
と
墨
書
す　

題
簽
「
論
語
代
紳
錄　

齋
宮
静
齋
」
の
帙
に
収
む

周
易　
上
經　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙32

〔
葉
数
〕
三
十
五
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
周
易
」　

書
き
題
簽
「
周
易　

上
經
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印　

巻
尾
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

乾
卦
よ
り
離
卦
ま
で　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
書

き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
周
易　

矢
口
錄　

一
」
の
帙
に
収
む

周
易　
上
繫
辭
傳　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙33

〔
葉
数
〕
四
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
周
易
上
繫
辭
傳
」　

書
き
付
け
外
題
「
矢
口
錄　

周
易
上
繫
辭
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印　

巻
尾
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ　

題
簽
「
周

易　

矢
口
錄　

二
」
の
帙
に
収
む

周
易　
繫
辭
傳　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙34

〔
葉
数
〕
四
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
周
易
繫
辭
傳
」　

書
き
付
け
外
題
「
矢
口
錄　

周
易
上
繫
辭
下
繫
辭
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印　

巻
尾
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

繫
辞
上
伝
の
一
部
と
繫
辞
下
伝
の
前
半
部
を
釈
す　

青
筆
に
よ
る
句

点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ　

題
簽
「
周
易　

矢
口
錄　

二
」
の
帙
に
収
む

周
易　
下
繫
辭　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙35

〔
葉
数
〕
四
十
八
葉
（
墨
付
三
十
九
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
矢
口
錄　

周
易
下
繫
辭
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
第
三
十
二
葉
裏
に
「
佐
翼
」
印　

巻
尾
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

丙34

に
続
い
て
繫
辞
下
伝
を
釈
す　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱

筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ　

第
三
十
二
葉
裏
と
第
三
十
三
葉
表
の
間
に
挟
み
も
の
一
冊

（
三
葉
）
あ
り
、
表
紙
に
「
易
繫
辞
」
と
書
き
付
け
、
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印
、
裏

表
紙
に
「
泊
園
文
庫
」
印

 

　

第
三
十
四
葉
以
降
は
「
自
銘
于
座
右
」
と
題
す
る
格
言
お
よ
び
覚
書　

題
簽
「
周
易　

矢
口
錄　

二
」
の
帙
に
収
む

尚
書　
典
謨
前
解　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙36

〔
葉
数
〕
三
十
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
尚
書
」　

書
き
題
簽
「
静
齋
先
生　

書　

典
謨
前
解　

全
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

堯
典
よ
び
舜
典
を
釈
す　

表
紙
貼
付
「
泊
園
文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
に
「
乙　

第
五
三
號　

書
目 

静
齋
先
生 

典
謨
前
解
書　

函
號 

五　

冊
数 

一
」
と
あ
り　

青
筆
に

よ
る
句
点　

墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
尚
書　

矢
口
錄
」
の
帙
に
収
む

尚
書　
典
謨
後
解　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙37

〔
葉
数
〕
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
矢
口
錄
」　

書
き
題
簽
「
静
齋
先
生　

矢
口
錄　

書　

典
謨
後
解
」



六

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

堯
典
よ
り
皋
陶
謨
ま
で
を
釈
す　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆

よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
尚
書
矢
口
錄　

詩
経
矢
口
錄｣

の
帙
に
収
む

矢
口
錄　
禹
貢
前
解　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙38

〔
葉
数
〕
二
十
七
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
題
簽
「
矢
口
錄　

禹
貢　

前
解
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

表
紙
貼
付
「
泊
園
文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
に
「
乙　

第
六
四
號　

書
目 

矢

口
錄　

函
號 

三　

冊
数 

一
」
と
あ
り　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入

れ
あ
り　

巻
末
識
語
に
「
安
永
八
己
亥
之
歳
仲
冬
中
旬　

蒙
園
藏
」
と
あ
り　

題
簽
「
尚

書　

矢
口
錄
」
の
帙
に
収
む

矢
口
錄　
禹
貢
後
解　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙39

〔
葉
数
〕
四
十
五
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
題
簽
「
書　

禹
貢　

後
解
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

扉
に
「
禹
貢
解　

坤
」
と
あ
り　

青
筆
・
朱
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・

朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

巻
末
識
語
に
「
安
永
八
己
亥
之
季
冬　

蒙
園
藏
」
と

あ
り　

題
簽
「
尚
書　

矢
口
錄
」
の
帙
に
収
む

矢
口
錄　
甘
誓　

五
子
之
歌　

胤
征　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙40

〔
葉
数
〕
二
十
四
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
題
簽
「
矢
口
錄　

甘
誓　

五
子
之
歌　

胤
征
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

巻

末
識
語
に
「
蒙
園
藏
」
と
あ
り　

裏
表
紙
右
下
に
「
及
川
氏
」
と
墨
書
す　

題
簽
「
尚

書　

矢
口
錄
」
の
帙
に
収
む

矢
口
錄　
太
甲　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙41

〔
葉
数
〕
五
十
九
葉
（
墨
付
五
十
六
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
題
簽
「
書　

太
甲　

上
中
下　

全
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
第
十
三
葉
裏
・
第
十
五
葉
表
・
第
二
十
八
葉
裏
・
第
二
十
九
葉
表
に
「
佐

翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
尚

書　

矢
口
錄
」
の
帙
に
収
む

矢
口
錄　
微
子　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙42

〔
葉
数
〕
二
十
六
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
題
簽
「
書　

微
子
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

巻

末
識
語
に
「
安
永
八
己
亥
歳
季
春
中
旬　

蒙
園
藏
」
と
あ
り　

題
簽
「
尚
書
矢
口
錄　

詩

経
矢
口
錄
」
の
帙
に
収
む

矢
口
錄　
洪
範
序
解　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙43

〔
葉
数
〕
十
六
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
題
簽
「
書　

洪
範
序
解
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

題

簽
「
尚
書
矢
口
錄　

詩
経
矢
口
錄
」
の
帙
に
収
む

詩
詁　
小
雅
鹿
鳴
之
什　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙44

〔
葉
数
〕
二
十
三
葉



七

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
詩
詁
」　

書
き
題
簽
「
静
齋
先
生　

詩
詁　

小
雅
鹿
鳴
之
什
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

朱
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

題

簽
「
尚
書
矢
口
錄　

詩
経
矢
口
錄
」
の
帙
に
収
む

詩
詁　
大
雅　

文
王
之
什　

生
民
之
什　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙45

〔
葉
数
〕
四
十
三
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
題
簽
「
詩　

大
雅　

文
王
之
什　

生
民
之
什
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

題

簽
「
尚
書
矢
口
錄　

詩
経
矢
口
錄
」
の
帙
に
収
む

詩
釋
義　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙46

〔
葉
数
〕
二
十
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
詩
釋
義
」　

書
き
題
簽
「
詩
釋
義　

全
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

巻

末
識
語
に
「
安
永
七
年
季
冬
」
と
あ
り　

題
簽
「
詩
釋
義
・
論
語
解
・
神
道
解 

外
」
の

帙
に
収
む

矢
口
錄　
天
命　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙47

〔
葉
数
〕
二
十
四
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
題
簽
「
矢
口
錄　

天
命　

称
呼
之
辨
之
解
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

巻

末
識
語
に
「
安
永
九
庚
子
之
歳
秋
八
月
」
と
あ
り　

題
簽
「
詩
釋
義
・
論
語
解
・
神
道

解 

外
」
の
帙
に
収
む

五
紀
解　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙48

〔
葉
数
〕
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
題
簽
「
五
紀
解
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　
『
尚
書
』
洪
範
の
「
五
紀
」
を
釈
す　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆

に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

題
簽
「
詩
釋
義
・
論
語
解
・
神
道
解 

外
」
の
帙
に
収
む

論
語
二
字
解　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙49

〔
葉
数
〕
十
六
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
論
語
」　

書
き
題
簽
「
論
語
二
字
解
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印　

巻
尾
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

巻

末
識
語
に
「
安
永
八
己
亥
歳
季
春
上
旬　

蒙
園
藏
」
と
あ
り　

題
簽
「
詩
釋
義
・
論
語

解
・
神
道
解 

外
」
の
帙
に
収
む

静
齋
先
生
神
道
解　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙50

〔
葉
数
〕
七
十
一
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
神
道
解
」　

書
き
題
簽
「
静
齋
先
生
神
道
解　

全
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

表
紙
貼
付
「
泊
園
文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
に
「
己　

第
六
二
號　

書
目 

静

齋
先
生
神
道
解　

函
號 

九　

冊
数 

一
」
と
あ
り　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に

よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

巻
末
識
語
に
「
安
永
七
戊
戌
之
冬
」
と
あ
り　

題
簽
「
詩

釋
義
・
論
語
解
・
神
道
解 

外
」
の
帙
に
収
む

神
道
解　
弟
子
問　
一
冊　

齋
宮
静
齋
述 

LH
2

／
丙51

〔
葉
数
〕
四
十
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
神
道
解
」　

書
き
題
簽
「
神
道
解　

弟
子
問　

全
」



八

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
・
巻
尾
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
筆
に
よ
る
句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

題

簽
「
詩
釋
義
・
論
語
解
・
神
道
解 

外
」
の
帙
に
収
む

神
道
極
秘
玉
籤
集　
八
巻
一
冊　

岡
田
正
利
撰 

LH
2

／
丙52

〔
葉
数
〕
七
十
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
神
道
極
秘
玉
籤
集
」　

書
き
題
簽
「
神
道
玉
籤
集　

全
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
そ
の
他
に
「
佐
翼
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

内
題
の
下
に
「
玉
木
正
英
門
人　

岡
田
正
利
撰
」
と
あ
り　
「
天
人
唯

一
之
傳
」「
四
化
之
傳
」
な
ど
の
傳
に
分
け
て
論
述
す　

和
文　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄

外
書
き
入
れ
あ
り　

跋
文
「
于
時
天
明
八
年
歳
次
戊
申
七
月
廿
日
馳
冩
諸
讃
州
岡
田
邑

焉　

右
者
坂
上
道
啓
之
所
藏
也
道
啓
者
讃
州
高
松
之
老
牛
窪
勘
兵
衛
之
與
力
而
俗
称
貞

之
烝
冒
田
村
氏　

蒙
園
藏
書
」「
于
時
天
明
六
年
丙
午
歳
冬
閏
十
月
上
旬　

騰
冩
之
於

讃
州
岡
田
邑
云　

蒙
園
藏
」　

題
簽
「
詩
釋
義
・
論
語
解
・
神
道
解 

外
」
の
帙
に
収
む

御
勘
定
方
御
申
送
銅
座
取
計
書 

扣　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
手
写 

LH
2

／
丙53

〔
葉
数
〕
四
十
六
葉
（
墨
付
四
十
五
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

扉
書
き
付
け
「
御
勘
定
方
御
申
送　

銅
座
取
計
書　

扣
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

大
阪
銅
座
文
書
の
一　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

扉
書
き
付
け
左

下
に
「
澱
水
」
と
あ
り　

題
簽
「
御
勘
定
方
御
申
送　

銅
座
取
計
書　

扣
」
の
帙
に
収

む　

岡
本
撫
山
は
黄
鵠
の
妻
志
ん
の
父

文
政
元
寅
五
月
諸
用
向
之
控　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
手
写
カ 

LH
2

／
丙54

〔
葉
数
〕
二
十
三
葉
（
墨
付
十
四
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
文
政
元
寅
五
月　

諸
用
向
之
控
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

大
阪
銅
座
文
書
の
一　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

附
箋
・
挟
み
物

多
し　

題
簽
「
文
政
元
寅
五
月　

諸
用
向
之
控
」
の
帙
に
収
む

銅
座
持
屋
舗
樋
之
上
町
貸
長
家
之
内
御
建
替
御
普
請
一
件
書
抜 

一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
手
写
カ 

LH
2

／
丙55

〔
葉
数
〕
百
七
葉
（
墨
付
百
五
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
文
化
十
酉
歳　

銅
座
持
屋
舗
樋
之
上
町
貸
長

家
之
内
御
建
替
御
普
請
一
件
書
抜
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

扉
右
下
に
「
銅
座
役
人
」
と
墨
書
す　

大
阪
銅
座
文
書
の
一　

岡

本
撫
山
関
係
文
書　

一
部
朱
筆
あ
り　

附
箋
・
挟
み
物
あ
り　

題
簽
「
銅
座
持
屋
舗
樋

之
上
町
貸
長
家
之
内
御
建
替
御
普
請
一
件
書
抜　

文
化
十
年
」
の
帙
に
収
む

寛
政
度
江
戸
古
銅
吹
所
創
立　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
手
写
カ 

LH
2

／
丙56

〔
葉
数
〕
二
百
四
十
四
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
寛
政
度　

江
戸
古
銅
吹
所
創
立
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

一
部
朱
筆
あ
り　

巻
末
識
語
に
「
安
政
六
己
未
年
ヨ
リ　

諸
書

付
留
」
と
あ
り　

大
阪
銅
座
文
書
の
一　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
江
戸
古
銅
吹

所
創
立
一
件
書
」
の
帙
に
収
む

叢
書 

六
集　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
編　

岡
本
撫
山
手
写
カ 

LH
2

／
丙57

〔
葉
数
〕
三
百
六
十
六
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
叢
書
十
六
集　

元
治
甲
子
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

奥
書
「
十
六
集　

地　

元
治
甲

子
」　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
お
け
る
政
局
関
連
の
諸
文
書
を
抄
写
す
る　

第
一
三

四
葉
裏
の
「
元
治
甲
子　

京
都
大
火
圖　

二
」
と
表
書
き
す
る
袋
に
「
京
都
大
火
之
略

圖
」「
京
都
大
火
圖
」
の
二
枚
（
刷
り
物
）
を
入
れ
る　

長
州
征
討
の
図
、
天
狗
党
の
乱

の
図
を
挟
む　

巻
末
に
「
元
治
元
年　

御
進
發
御
軍
立
」
を
綴
じ
込
む　

岡
本
撫
山
関

係
文
書　

題
簽
「
叢
書
十
六
集　

元
治
甲
子
」
の
帙
に
収
む



九

叢
書 

三
集　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
編　

岡
本
撫
山
手
写
カ 

LH
2

／
丙58

〔
葉
数
〕
百
六
十
二
葉
（
墨
付
百
五
十
九
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
叢
書　

三
集　

天
保
辛
丑
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
世
事
風
説
諸
文
書
を
合
綴
す
る　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
叢
書　

三
集　

天
保
辛
丑
」
の
帙
に
収
む

備
忘
雜
錄　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
編　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙59

〔
葉
数
〕
十
六
葉
（
墨
付
九
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
明
治
廿
六
年
十
二
月
稔
五
日　

備
忘
雜
錄
」

〔
版
式
・
書
式
〕
行
数
字
数
不
定　

無
辺
無
界

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

覚
書
の
他
、
貴
族
院
議
事
速
記
錄
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
切
り
抜
き
、
葉

書
、
年
金
恩
給
受
領
心
得
な
ど
を
貼
り
付
け
る　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
『
備
忘

雜
錄
』
の
帙
に
収
む

雜
記　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
編　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙60

〔
葉
数
〕
八
十
三
葉
（
墨
付
十
六
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
書
き
付
け
外
題
「
雜
記
」　

扉
に
「
明
治
三
十
一
年
一
月
廿
三
日　

戊
戌
正
月

二
日
ヨ
リ　

雜
記
」
と
あ
り

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

漢
文
お
よ
び
和
文　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
訂
正　

欄
外
書
き
入
れ
あ

り　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
雜
記　

明
治
三
十
一
年
」
の
帙
に
収
む

夜
航
詩
話
鈔　

夜
航
餘
話
鈔　
一
冊
一
帙　

津
阪
東
陽
著　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙61

〔
葉
数
〕
八
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
夜
航
詩
話
鈔
」「
夜
航
餘
話
鈔
」　

書
き
付
け
外
題
「
夜
航
詩
話 

夜
航

餘
話
鈔　

完
」

〔
備
考
〕
精
写
本　

四
つ
目
綴
じ　

冒
頭
に
目
次
を
載
せ
る　
「
夜
航
詩
話
鈔
」
は
漢
文
、「
夜

航
餘
話
鈔
」
は
和
文　
「
撫
山
書
房
」
の
青
刷
罫
紙
を
用
う　

句
点　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ

る
書
き
入
れ
あ
り　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
夜
航
詩
話　

夜
航
餘
話
」
の
帙
に

収
む

護
國
女
太
平
記　
（
付
）
淀
屋
三
郎
右
衛
門
闕
所
道
具
・
淀
屋
三
郎
右
衛
門
闕
所
之
事　

一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙62

〔
葉
数
〕
十
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
護
國
女
太
平
記
」　

書
き
付
け
外
題
「
護
國
女
太
平
記
抄
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
末
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

内
題
の
下
に
「
享
保
二
丁
酉
八
月
上
旬
東
講
散
人
著
」
と
あ
り　

朱
筆
・

墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
淀
屋
三
郎
右
衛
門
缺
所

一
件
書
」
の
帙
に
収
む

文
政
十
二
年
丑
五
月　

切
支
丹
邪
法
者
處
刑
一
件　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
筆 

 
LH
2

／
丙63

〔
葉
数
〕
十
一
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
大
坂
并
平
安
城
表
ニ
而
遖
□
切
支
丹
邪
法
行

候
者
在
之
則
東
御
奉
行
樣
は
高
井
山
城
守
樣
右
御
組
之
内
吟
味
役
大
塩
平
八
郎
樣
御
懸

ニ
而
則
文
政
十
二
丑
年
五
月
今
宮
郷
鳶
田
ニ
お
ゐ
て
桀
に
相
成
御
捨
札
之
写
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

巻
末
識
語
に
朱
筆
で
「
原
書
水

野
弥
兵
衛
所
有　

明
治
丗
六
年
三
月
冩
」
と
記
す　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
文

政
十
二
年
丑
五
月　

切
支
丹
邪
法
者
處
刑
一
件
」
の
帙
に
収
む

瑠
璃
本
記
抜
萃　
一
冊　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙64

〔
葉
数
〕
二
十
六
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
瑠
璃
本
記　

抜
萃
」　

書
き
付
け
外
題
「
瑠
璃
本
記　

抜
萃　

全
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

巻
頭
欄
外
に
「
瑠
璃
本
記　

是
書
ハ
諸
書
ヲ
輯
集
シ
テ
編
纂
セ

シ
モ
ノ
ト
見
ユ　

記
者
文
筆
無
ク
俗
言
謬
語
多
ク
加
フ
ル
ニ
傳
寫
ノ
誤
脱
甚
シ　

今
其



一
〇

中
ニ
就
キ
濫
觴
沿
革
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
ヲ
抜
萃
ス　

明
治
二
十
四
年
八
月
稔
七
日
」
と
墨

書
す　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
浄

瑠
璃
大
系
圖
・
瑠
璃
本
記
」
の
帙
に
収
む

浄
瑠
璃
大
系
圖
抜
萃　
一
冊　

竹
本
筆
太
夫 

考　

近
松
狂
言
堂 

訂　

岡
本
撫
山
筆 

 
LH
2

／
丙65

〔
葉
数
〕
十
四
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
浄
瑠
璃
大
系
圖
」　

書
き
付
け
外
題
「
浄
瑠
璃
大
系
圖　

抜
萃　

全
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

第
七
葉
裏
に
「
天
保
十
六
年
壬
寅
十
月
大
坂
書
肆
上
梓　

明
治

二
十
四
年
辛
卯
九
月
初
抜
萃
」
と
あ
り　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

岡

本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
浄
瑠
璃
大
系
圖
・
瑠
璃
本
記
」
の
帙
に
収
む

撫
山
抄
錄　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
編　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙66

〔
葉
数
〕
九
十
二
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
・
外
題
と
も
に
な
し

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文
お
よ
び
漢
文　
「
諸
国
風
俗
問
状
」「
玉
井
氏
聞
書
」「
松
平
定
信
の

用
心
」「
平
泉
の
金
色
堂
」「
角
鹿
の
名
義
」「
南
浦
文
集
一　

銕
炮
記
」「
國
郡
沿
革
考

總
論
」「
淡
路
の
傀
儡
師
」「
賀
茂
真
淵
年
譜
」「
本
居
宣
長
年
譜
」「
足
利
學
校　

閲
書

條
目
」「
征
韓
起
原
」「
大
和
國
郡
沿
革
」「
武
州
先
聖
殿
記　

羅
山
文
集
」「
聖
堂
學
規
」

「
伊
豫
高
嶺
」「
芝
居
の
履
歴
」「
瀬
戸
窯
」「
常
滑
陶
器
」「
中
臣
壽
詞　

康
治
元
年
十
一

月
」「
吉
田
了
以
碑
銘
」「
攝
豐
島
郡
芝
村
萱
野
三
平
墓
碑
銘
」「
法
印
探
幽
齋
狩
野
守
信

碑
誌
并
誌
」「
紀
池
田
喜
内
事　

藤
澤
東

」「
神
吉
雲
屋
翁
傳　

藤
澤
東

」「
奥
羽
海

運
記　

白
石　

新
井
君
美
」
な
ど
の
資
料
を
抄
錄
す　

第
八
十
七
葉
裏
と
第
八
十
八
葉

の
表
の
間
に
明
治
二
十
七
年
八
月
三
日
付
「
慈
善
新
報
」
の
記
事
「
故
谷
文
晁
翁
」
を

挟
む　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
撫
山
抄

錄
」
の
帙
に
収
む

日
本
紀
標
註
假
字
之
例　
一
冊
一
帙　

敷
田
年
治
著　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙67

〔
葉
数
〕
二
十
七
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
假
字
之
例　

敷
田
年
治
日
本
紀
標
註
」　

書
き
付
け
外
題
「
日
本
紀　

假
字
之
例
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　
「
撥
音
三
類
の
辯　

農
學
士 

大
島
正
健
」
を
附
す　

朱
筆
・
墨

筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
日
本
紀
標
註
假
字
之
例
」
の

帙
に
収
む

詩
韻　
五
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙68-1

〜68-5

〔
葉
数
〕
一
冊
目
百
二
十
七
葉　

二
冊
目
百
三
十
八
葉
（
墨
付
百
三
十
六
葉
）　

三
冊
目
百
六
葉

（
墨
付
百
五
葉
）　

四
冊
目
百
十
四
葉
（
墨
付
百
十
一
葉
）　

五
冊
目
七
十
四
葉
（
墨
付
七

十
二
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
詩
韻
」　

書
き
付
け
外
題
「
詩
韻　

甲
（
乙
）（
丙
）（
丁
）（
戊
）」

〔
備
考
〕
精
写
本　

四
つ
目
綴
じ　
「
撫
山
書
房
」
の
青
刷
罫
紙
を
用
う　

朱
筆
に
よ
る
書
き
入

れ
あ
り　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
詩
韻　

上
平　

下
平　

上
聲　

去
聲　

入
聲
」

の
帙
に
収
む

詩
韻　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙69

〔
葉
数
〕
百
一
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
詩
韻
」　

書
き
付
け
外
題
「
詩
韻
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　
「
撫
山
書
房
」
の
青
刷
罫
紙
を
用
う　

朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

岡

本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
詩
韻　

上
平
之
部
」
の
帙
に
収
む

雜
記　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
編　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙70

〔
葉
数
〕
三
十
三
葉
（
墨
付
三
十
二
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
雜
記
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文
お
よ
び
漢
文　
「
鶴
亀
松
竹
梅
の
説
」「
掛
字
掛
物
ノ
由
来
并
ニ
茶



一
一

道
ノ
起
原
」「
觀
雷
亭
記　

祇
南
海
」「
髑
髏
杯
行　

秋
山
玉
山
」「
題
高
田
嘉
兵
翁
衛
真　

藤
澤
東

」「
島
津
氏
復
姓
の
文
書
」「
島
津
氏
歴
代
の
歌
」「
黄
門
光
國
教
訓
」「
半
日

閑
話
」「
官
号
改
易　

續
日
本
紀
」「
高
陽
闘
飲
序
」「
題
酒
戰
圖
」
な
ど
を
抄
錄
す　

朱

筆
・
墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
雜
記　

岡
本

撫
山
」
の
帙
に
収
む

山
上
行
記　
一
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
錄　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙71

〔
葉
数
〕
六
十
九
葉
（
墨
付
六
十
五
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
・
外
題
と
も
に
な
し

〔
蔵
書
印
〕
巻
末
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

横
本　

和
文　

明
治
六
年
十
月
八
日
か
ら
十
月
二
十
日
、
金
剛
山
、
五

條
、
吉
野
の
山
々
に
登
っ
た
時
の
日
記　

第
六
葉
以
降
は
雑
記
帳
で
「
藤
本
常
次
郎
墓

碑
銘
」「
日
下
英
男
君
墓
碑
銘
」「
木
村
中
尉
墓
碑
銘
」
の
草
稿
を
含
む　

岡
本
撫
山
関

係
文
書　

題
簽
「
山
上
行
記　

岡
本
撫
山
」
の
帙
に
収
む

雲
煙
藏
方
寸
書
画
帖　
一
帖
一
帙 

LH
2

／
丙72

〔
葉
数
〕
十
四
葉
（
墨
付
九
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
雲
煙
藏
方
寸
」　

外
題
な
し

〔
備
考
〕
帖
装　

書
画
帖　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
雲
煙
藏
方
寸
帖
」
の
帙
に
収
む

作
臥
游
計
書
画
帖　
一
帖
一
帙 

LH
2

／
丙73

〔
葉
数
〕
五
十
六
葉
（
墨
付
五
十
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
作
臥
游
計
」　

外
題
な
し

〔
備
考
〕
帖
装　

書
画
帖　

表
紙
貼
付
「
泊
園
文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
に
「
書
目 

書
畫
帖
」
と
あ
り　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
作
臥
遊
計
帖
」
の
帙
に
収
む

浪
華
年
代
記　
四
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
著　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙74-1

〜74-4

〔
葉
数
〕
一
冊
目
五
十
一
葉　

二
冊
目
六
十
四
葉　

三
冊
目
五
十
一
葉　

四
冊
目
七
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

外
題
「
自
神
武
天
皇
紀
元
前
戊
午
年　

至
後
水
尾
天
皇
慶
長
十

九
年　

二
千
二
百
七
十
七
年
間　

第
一
巻
」「
自
後
水
尾
天
皇
元
和
元
年　

至
中
御
門

天
皇
正
徳
五
年　

百
一
年
間　

第
二
巻
」「
自
中
御
門
天
皇
享
保
元
年　

至
光
格
天
皇

寛
政
五
年　

七
十
八
年
間　

第
三
巻
」「
自
寛
政
七
年　

至
慶
応
三
年　

七
十
三
年
間　

第
四
巻
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
欄
外
書
き

入
れ
多
し　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
浪
華
年
代
記
」
の
帙
に
収
む

浪
華
年
代
記　
三
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
著　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙75-1

〜75-3

〔
葉
数
〕
一
冊
目
五
十
八
葉　

二
冊
目
五
十
三
葉　

三
冊
目
六
十
四
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
浪
華
年
代
記
」　

外
題
「
自
神
武
天
皇
戊
午
年　

至
後
光
明
天
皇
慶
安

四
年　

第
一
巻
」「
自
後
光
明
天
皇
承
應
元
年　

至
後
桃
園
天
皇
明
和
八
年　

第
二
巻
」

「
自
後
桃
園
天
皇
安
永
二
年　

至
今
上
皇
帝
慶
應
三
年　

第
三
巻
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

丙74

の
稿
本　

和
文　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

附
箋
多

し　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
浪
華
年
代
記
」
の
帙
に
収
む

浪
華
人
物
誌　
二
冊
一
帙　

岡
本
撫
山
著　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙76-1

〜76-2

〔
葉
数
〕
一
冊
目
六
十
九
葉　

二
冊
目
七
十
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
傳　

書 

儒 

和
学 

医 

画
」（
一
冊
目
）「
傳　

茶 

俳
諧　

狂
歌 

諸
家 

忠
孝 

戲
園
雜
種
」（
二
冊
目
）

〔
蔵
書
印
〕
一
冊
目
と
二
冊
目
の
巻
末
に
「
泊
園
文
庫
」
印
、「
大
阪
船
越
町
二
丁
目
五
拾
六
番

地
岡
本
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

第
一
冊
目
の
挟
み
物
に

富
永
仲
基
ら
の
系
図
の
覚
書
あ
り
（
南
岳
自
筆
）　

附
箋
多
し　
『
浪
華
人
物
誌
』
全
四

巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
二
〇
年
）
の
稿
本　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
浪
華
人



一
二

物
誌　

岡
本
撫
山
自
筆
稿
本
」
の
帙
に
収
む

浪
華
名
家
墓
所
集　
一
冊
一
帙　

暁
鐘
成
撰　

岡
本
撫
山
筆 

LH
2

／
丙77

〔
葉
数
〕
四
十
六
葉
（
墨
付
四
十
五
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
浪
華
名
家
墓
所
集　

全
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

人
物
の
名
、
没
年
、
享
年
、
墓
の
所
在
、
略
伝
な
ど
を
日
付
順
に
記
す　

巻
末
に
明
治
二
十
七
年
七
月
の
識
語
あ
り
、
本
書
が
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
記
す　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

岡
本
撫
山
関
係
文
書　

題
簽
「
浪
華

名
家
墓
所
集
」
の
帙
に
収
む

蒹
葭
堂
書
目　
一
冊
一
帙　

木
村
巽
齋
（
蒹
葭
堂
）
撰　

木
村
巽
齋
筆 

LH
2

／
丙78

〔
葉
数
〕
二
百
十
三
葉
（
墨
付
百
九
十
二
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
写
本
目
錄
」　

題
簽
「
七
香
齋
叢
書
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
に
「
泊
園
□
圖
書
記
」
印　

巻
頭
に
「
古
香
齋
圖
書
記
」
印
、「
梅
仙
」
印
、

「
泊
園
藏
書
之
記
」
印　

巻
末
に
「
泊
園
藏
書
之
記
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

表
紙
に
「
泊
園
文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
貼
付　

見
返
し
の
識
語
に
「
蒹
葭

翁
所
持
小
口
中
自
筆
有
之
也　

梅
仙
」「
此
書
梅
仙
嘗
贈
余
數
年
前
又
請
携
去
今
又
寄

來
〻
去
紛
〻
要
應
歸
我
家
耶　

明
治
三
十
八
年
三
月　

七
香
齋
主
人
」（
南
岳
自
筆
）
と

あ
り　

奥
書
に
「
蒹
葭
堂
書
目　

鈴
木
梅
仙
藏
」
と
あ
り　

朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ

り　

題
簽
「
蒹
葭
堂
書
目
」
の
帙
に
収
む

那
羅
延
遊
草　
一
冊　

田
中
鳴
門
撰 

LH
2

／
丙79

〔
葉
数
〕
二
十
二
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
那
羅
延
遊
草
」　

書
き
題
簽
「
七
香
齋
叢
書
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
裏
の
右
下
に
「
三
井
宗
之
」
印　

巻
頭
に
「
泊
園
藏
書
之
記
」
印　

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

精
写
本　

田
中
鳴
門
は
名
は
章
、
大
坂
の
鋳
物
師
で
菅
甘
谷
の
門
人　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

附
箋
あ
り　

題
簽
「
那
羅
延
遊
草
」
の
帙
に
収
む

那
羅
延
遊
草　
一
冊　

田
中
鳴
門
撰 

LH
2

／
丙80

〔
葉
数
〕
二
十
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
那
羅
延
遊
草
」　

外
題
「
那
羅
延
遊
草
」

〔
備
考
〕
排
印
本　

大
和
綴
じ　

混
沌
詩
社
先
賢
遺
墨
展
観
誌
附
錄
の
別
刷　

見
返
し
に
頼
春

水
の
「
在
津
紀
事
」
の
一
節
を
印
刷
す　

裏
表
紙
の
中
央
に
「
泊
園
書
院
藏
書
」
と
印

刷
す　

題
簽
「
那
羅
延
遊
草
」
の
帙
に
収
む

良
山
堂
絶
句
三
種
稿　
一
冊
一
帙　

阿
部
温
（
絹
洲
）　

阿
部
温
（
絹
洲
）
筆 

LH
2

／
丙81

〔
葉
数
〕
十
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
良
山
堂
絶
句
三
種
稿
」　

書
き
付
け
外
題
「
良
山
堂
絶
句　

奚
疑
集
三

」

〔
蔵
書
印
〕
書
き
付
け
外
題
の
下
に
「
阿
部
温
印
」
印
、「
良
山
堂
記
」
印　

巻
頭
に
「
泊
園
書

院
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

表
紙
貼
付
「
泊
園
文
庫
」
の
ラ
ベ
ル
に
「
庚　

書
目 

良
山
堂
絶
句　

冊

数　

一
」
と
あ
り　
「
絹
洲
唫
稿
」（
版
心
上
）「
良
山
堂
藏
梓
」（
版
心
下
）
の
朱
刷
罫

紙
を
用
う　

朱
点
多
し　

欄
眉
書
き
入
れ
多
し　

阿
部
絹
洲
は
東

友
人
で
南
岳
の
庇

護
者　

題
簽
「
良
山
堂
絶
句
三
種
稿
」
の
帙
に
収
む

北
山
草
堂
藏
書
目　
一
冊
一
帙　

吉
田
鋭
雄
（
北
山
）
著　

長
谷
川
雅
樹
筆 

LH
2

／
丙82

〔
葉
数
〕
八
十
一
葉
（
墨
付
七
十
七
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
北
山
草
堂
藏
書
目
」　

書
き
付
け
外
題
「
北
山
草
堂
藏
書
目　

昭
和
戊

寅
歳
作
」

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

朱
刷
罫
紙
を
主
に
用
う　

朱
筆
・
朱
色
鉛
筆
・
墨
筆
・
黒
色
ペ
ン
・

鉛
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

奥
書
に
石
濱
純
太
郎
の
ペ
ン
書
き
で
「
右
は
北
山
先
生

の
自
筆
稿
本
を
長
谷
川
雅
樹
君
に
嘱
し
て
移
写
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。 

大
壷
」
と
あ

り　

題
簽
「
北
山
草
堂
藏
書
目
」
の
帙
に
収
む



一
三

敦
煌
石
室
の
遺
書　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-1

〔
頁
数
〕
九
十
六
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
敦
煌
石
室
の
遺
書
（
懐
徳
堂
夏
季
講
演
）」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
二
月
十
八
日
発
行　

印
刷
は
植
田
政
蔵

（
大
阪
）　

表
紙
右
上
に
ペ
ン
で
「à m

onsieur Shim
am
oto de l’A

uteur

」、
裏
表
紙

に
ペ
ン
で
「Shim

am
oto K

azuw
o 1929. A

ugust

」
と
書
き
入
れ　

大
正
十
四
年
八

月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
懐
徳
堂
で
行
な
っ
た
連
続
講
演
を
訂
正
の
う
え
活
字
に
し
た
も

の　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
は
石
濱
純
太
郎
著

述
の
抜
刷
五
十
七
種
を
蒐
め
た
も
の　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収

む

富
永
謙
齋
先
生
小
傳　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-2

〔
頁
数
〕
十
五
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
富
永
謙
齋
先
生
小
傳
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
十
月
三
日
発
行　

発
行
兼
印
刷
者
は
玉
樹

安
造
（
大
阪
）　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先

生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

眞
家
所
藏
謙
齋
先
生
遺
著
遺
墨　
三
枚 

LH
2

／
丙83-3

〔
頁
数
〕
絵
葉
書
三
枚

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
眞
家
所
藏　

謙
齋
先
生
遺
著
遺
墨
」

〔
備
考
〕
表
紙
左
下
に
「
謙
齋
先
生
追
遠
紀
念　

昭
和
十
二
年
十
月
三
日　

於
西
照
寺
」
と
あ

り
、
こ
の
時
、
大
阪
西
照
寺
に
お
い
て
富
永
仲
基
（
謙
齋
）
追
遠
紀
念
と
し
て
配
布
さ

れ
た
も
の　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生

玉
稿
」
の
箱
に
収
む

西
域
出
土
漢
本
擧
要
講
義
案　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-4

〔
頁
数
〕
三
十
四
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
西
域
出
土
漢
本
擧
要
」　

書
き
付
け
外
題
（
鉛
筆
）「
西
域
出
土
漢
本

擧
要
講
義
案
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

油
印　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大

壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

群
書
治
要
の
闕
巻
に
就
い
て　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-5

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
泊
園
書
院
學
會
々
報　

第
一
冊
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
泊
園
書
院
學
會
々
報
』
第
一
冊　

大
正
十
年
二
月
二
日
発
行　

編
纂
兼

発
行
者
は
泊
園
書
院
学
会　

全
五
十
八
頁　

石
濱
の
論
文
「
群
書
治
要
の
闕
巻
に
就
い

て
」
は
こ
の
号
の
五
十
三
〜
五
十
八
頁
に
掲
載　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の

一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

西
夏
遺
文
雜
錄
（
序
文
に
代
へ
て
）　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-6

〔
頁
数
〕
百
十
四
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
西
藏
文
字
對
照　

西
夏
文
字
抄
覧
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

大
阪
東
洋
學
會
『
亜
細
亜
硏
究
』
第
四
号　

大
正
十
五
年
三
月
十
五
日

発
行　

同
号
は
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
の
「
西
藏
文
字
對
照　

西
夏
文
字
抄
覧
」
を

掲
載
す
る　

石
濱
の
「
西
夏
遺
文
雜
錄
」
は
そ
の
序
文
で
あ
り
、
こ
の
号
の
三
〜
十
七

頁
に
掲
載
さ
れ
る　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大

壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

金
字
蒙
文
藏
經
金
光
明
經
の
斷
簡
に
就
て　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-7

〔
頁
数
〕
二
十
九
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
金
字
蒙
文
藏
經
金
光
明
經
の
斷
簡
に
就
て
」

〔
蔵
書
印
〕
二
十
九
頁
裏
面
に
「
好
洛
間
事
室
」、「
五
」
印



一
四

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
支
那
學
』
第
四
巻
第
三
号
抽
印　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
九
月　

赤

ペ
ン
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け

外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

敦
煌
雜
考
（
續
） 　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-8

〔
頁
数
〕
十
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
敦
煌
雜
考
（
續
）」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
支
那
學
』
第
五
巻
第
二
号
抜
刷　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
六
月　

島

本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に

収
む

番
漢
合
時
掌
中
珠　
一
冊　

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-9

〔
頁
数
〕
三
頁
＋
図
三
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
番
漢
合
時
掌
中
珠　

附
圖
版
五
」　

書
き
付
け
外
題
（
鉛
筆
）「
番
漢

合
時
掌
中
珠
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
史
林
』
第
十
五
巻
第
一
号
抜
刷　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
一
月　

島

本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に

収
む

流
沙
遺
文
小
記　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-10

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
龍
谷
史
壇　

第
二
卷
第
二
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
龍
谷
史
壇
』
第
二
巻
第
二
号　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
二
月
五
日
発

行　

全
五
十
二
頁　

石
濱
の
論
文
「
流
沙
遺
文
小
記
」
は
こ
の
号
の
一
〜
六
頁
に
掲
載　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱

に
収
む

殿
版
蒙
文
大
藏
經
考　
一
冊　

石
濱
純
太
郎 

LH
2

／
丙83-11

〔
頁
数
〕
七
頁
＋
図
一
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
殿
版
蒙
文
大
藏
經
考
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
大
谷
學
報
』
第
十
一
巻
第
三
号
抜
刷　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
九
月　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱

に
収
む

故
バ
ル
ト
オ
ル
ド
先
生　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-12

〔
頁
数
〕
七
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
故
バ
ル
ト
オ
ル
ド
先
生
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
龍
谷
大
學
論
叢
』
第
二
九
五
号
抜
刷　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
二

月
二
十
五
日　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先

生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

故
バ
ル
ト
オ
ル
ド
先
生　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-13

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
龍
谷
大
學
論
叢　

第
二
九
五
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
龍
谷
大
學
論
叢
』
第
二
九
五
号　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
二
月
二

十
五
日
発
行　

全
百
四
十
四
頁　

石
濱
の
文
章
「
故
バ
ル
ト
オ
ル
ド
先
生
」
は
こ
の
号

の
八
十
〜
八
十
六
頁
に
掲
載　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け

外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

西
域
出
土
の
西
藏
本　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-14

〔
頁
数
〕
十
四
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
西
域
出
土
の
西
藏
本
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
大
谷
學
報
』
第
十
二
巻
第
一
号
抜
刷　

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
一
月　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱

に
収
む



一
五

于

文
智
炬
陀
羅
尼
經
の
斷
片　
一
冊　

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ　

石
濱
純
太
郎
著 

 
LH
2

／
丙83-15

〔
頁
数
〕
三
頁
＋
図
一
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
于

文
智
炬
陀
羅
尼
經
の
斷
片
（
靜
安
學
社
叢
稿
）」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
龍
谷
大
学
論
叢
』
第
三
百
二
号
抜
刷　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
五
月　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱

に
収
む

西
夏
國
名
考
補
正　
一
冊　

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-16

〔
頁
数
〕
十
二
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
西
夏
國
名
考
補
正
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
龍
谷
大
學
論
叢
』
第
三
百
五
号
抜
刷　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
二
月　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱

に
収
む

西
夏
語
譯
大
方
廣
佛
華
嚴
經 

入
不
可
思
議
解
脱
境
界
普
賢
行
願
品　
一
冊 

ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ　

石
濱
純
太
郎　

廣
瀬
督
著 

LH
2

／
丙83-17

〔
頁
数
〕
三
頁
＋
図
四
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
西
夏
語
釋
大
方
廣
佛
華
嚴
經
入
不
可
思
議
解
脱
境
界
普
賢
行
願
品
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
マ
ユ
ー
ラ
』
第
二
号
抜
刷　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
二
月　

島
本

一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収

む

群
書
治
要
の
史
類　
一
冊　

石
濱
純
太
郎 

LH
2

／
丙83-18

〔
頁
数
〕
二
十
三
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
群
書
治
要
の
史
類
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
東
洋
學
叢
編
』
第
一
冊
抜
刷　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
五
月　

島
本

一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収

む

殷
墟
學
文
獻
小
志　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-19

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
龍
谷
史
壇　

第
十
四
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
龍
谷
史
壇
』
第
十
四
号　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
五
日
発
行　

全
七
十
頁　

石
濱
の
論
文
「
殷
墟
學
文
獻
小
志
」
は
こ
の
号
の
一
〜
二
十
二
頁
に
掲
載　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱

に
収
む

滿
蒙
言
語
の
系
統　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-20

〔
頁
数
〕
五
十
六
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
満
蒙
言
語
の
系
統
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

岩
波
講
座
東
洋
思
潮
第
五
回
配
本
〔
東
洋
言
語
の
系
統
〕　

岩
波
書
店　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
月
十
五
日
発
行　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一

部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

羅
馬
字
母
よ
り
注
音
識
字
へ　
一
冊　

石
濱
純
太
郎 

LH
2

／
丙83-21

〔
頁
数
〕
十
四
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
羅
馬
字
母
よ
り
注
音
識
字
へ
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
龍
谷
學
報
』
第
三
百
十
一
号
抜
刷　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
一
月　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱

に
収
む

元
朝
秘
史
考　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-22

〔
頁
数
〕
九
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
元
朝
秘
史
考
」



一
六

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
龍
谷
史
壇
』
第
十
五
号
抜
刷　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
四
月　

ペ
ン

に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題

「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

ロ
シ
ア
の
東
洋
學　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-23

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
東
洋
史
研
究　

第
一
巻
第
六
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
東
洋
史
研
究
』
第
一
巻
第
六
号　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
八
月
三

十
日
発
行　

全
百
頁　

石
濱
の
論
文
は
「
學
界
展
望
」
と
し
て
こ
の
号
の
七
十
三
〜
八

十
九
頁
に
掲
載　

表
紙
右
上
に
墨
筆
で
「
島
本
學
兄
」
と
書
き
付
け　

島
本
一
男
編
『
大

壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

故
渡
部
薫
太
郎
先
生　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-24

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
東
洋
史
研
究　

第
二
巻
第
一
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
東
洋
史
研
究
』
第
二
巻
第
一
号　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
月
二

十
三
日
発
行　

全
九
十
九
頁　

石
濱
の
文
章
は
「
彙
報
」
の
九
十
二
〜
九
十
四
頁
に
掲

載　

表
紙
右
上
に
ペ
ン
で
「
島
本
学
兄
」
と
書
き
付
け　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉

稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

タ
リ
ヒ
カ
タ
イ
考　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-25

〔
頁
数
〕
六
頁
＋
図
版
一
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
タ
リ
ヒ
カ
タ
イ
考
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
東
洋
史
研
究
』
第
二
巻
第
六
号
抜
刷　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
八

月　

表
紙
右
上
に
ペ
ン
で
「
島
本
學
兄
大
政
」
と
書
き
付
け　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先

生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

讀
書
隨
筆　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-26

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
泊
園　

發
行
十
年
特
輯
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
泊
園
』
第
三
十
一
号　

一
九
三
八
年
一
月
二
十
日
発
行　

編
集
兼
発
行

人
は
的
塲
信
太
郎　

発
行
所
は
泊
園
誌
社　

全
三
十
二
頁
＋
図
版
二
頁　

石
濱
の
文
章

は
こ
の
号
の
十
六
〜
十
八
頁
に
掲
載　

目
次
で
の
執
筆
者
名
は
「
石
濱
大
壺
」　

島
本
一

男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

オ
ツ
セ
ン
ド
ウ
ス
キ
ー　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-27

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
宗
教
と
藝
術　

第
十
八
巻
第
二
・
三
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
宗
教
と
藝
術
』
第
十
八
巻
第
二
・
三
号　

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

十
一
月
二
十
五
日
発
行　

全
九
十
六
頁　

石
濱
の
文
章
は
こ
の
号
の
一
〜
五
頁
に
掲
載　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱

に
収
む

近
刊
成
吉
思
汗
傳
を
讀
ん
で　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-28

〔
頁
数
〕
十
一
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
近
刊
成
吉
思
汗
傳
を
讀
ん
で
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
龍
谷
史
壇
』
第
二
十
三
号
抜
刷　

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
二
月　

表
紙
右
上
に
ペ
ン
で
「
島
本
学
兄
教
正
」
と
書
き
付
け　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉

稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

静
安
學
社
通
報　
第
一
期　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
編 

LH
2

／
丙83-29

〔
頁
数
〕
二
十
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
静
安
學
社
通
報
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

編
輯
兼
発
行
者
は
静
安
学
社
（
代
表 

石
濱
純
太
郎
）　

一
九
二
七
年
十

二
月
三
十
日
発
行　

石
濱
は
高
橋
盛
孝
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
、
浅
井
慧
倫
、
笹

谷
良
造
ら
と
中
国
の
学
者
王
国
維
を
記
念
し
東
洋
学
研
究
を
趣
旨
と
す
る
「
静
安
学
社
」

（
静
安
は
王
国
維
の
字
）
を
発
起
し
て
そ
の
幹
事
と
な
る　

重
建
懐
徳
堂
内
に
事
務
局
を

置
き
、
こ
の
『
静
安
学
社
通
報
』
第
一
期
を
刊
行　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の



一
七

一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

大
阪
漢
學
大
會
研
究
報
告　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
編 

LH
2

／
丙83-30

〔
頁
数
〕
八
十
九
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
大
阪
漢
學
大
會
研
究
報
告
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

典
籍
之
研
究
社　

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
十
二
月
二
十
八
日
発
行　

懐
徳
堂
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
た
第
七
回
大
阪
漢
学
大
会
の
研
究
報
告
論
文
集　
「
漢
学

大
会
」
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
内
の
漢
学
会
と
財
団
法
人
が
協
力
し
て
毎
年
開
催
し

て
い
た
会
で
、
第
七
回
は
石
濱
が
委
員
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た　

島
本
一
男
編
『
大
壷

先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

燉
煌
出
土
漢
藏
對
音
の
材
料
と
韻
鏡
と
の
比
較
（
其
一
）　
一
冊　

財
津
愛
象
著 

 
LH
2

／
丙83-31

〔
頁
数
〕
四
十
九
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
燉
煌
出
土
漢
藏
對
音
の
材
料
と
韻
鏡
と
の
比
較
（
其
一
）」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
東
洋
學
叢
編
』
第
一
冊
抜
刷　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
三
月　

島
本

一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

唐
鈔
本
文
選
殘
篇
跋　
一
冊　

狩
野
直
喜
著　

書
後　
石
濱
純
太
郎
撰 

LH
2

／
丙83-32

〔
頁
数
〕
三
十
一
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
唐
鈔
本
文
選
殘
篇
跋
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
東
洋
學
叢
編
』
第
一
冊
抜
刷　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
三
月　

石
濱

は
狩
野
の
跋
（
漢
文
）
の
あ
と
に
「
書
後
」
と
し
て
意
見
を
記
す
（
漢
文
、
二
頁
）　

島

本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に

収
む

航
歐
集　
一
冊　

内
藤
虎
次
郎
（
湖
南
） 

LH
2

／
丙83-33

〔
葉
数
〕
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
航
歐
集
」

〔
備
考
〕
康
煕
綴
じ　

外
袋
あ
り　

外
袋
の
表
に
「
内
藤
虎
敬
呈
」
の
朱
文
印
あ
り　

大
正
十

五
年
（
一
九
二
六
）
九
月
序　

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
七
月
か
ら
翌
年
の
内
藤
湖

南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
歴
訪
時
に
お
け
る
漢
詩
文
を
載
せ
る　

こ
の
欧
州
歴
訪
に
は
石
濱
も
同

行
し
た　

冒
頭
に
湖
南
の
律
詩
十
五
首
「
航
歐
十
五
律
」
を
湖
南
手
錄
に
よ
り
載
せ
る　

鈴
木
虎
雄
、
長
尾
甲
（
雨
山
）、
倉
石
武
（
武
四
郎
）、
織
田
萬
ら
の
送
別
詩
も
掲
載
す

る　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の

箱
に
収
む

滿
州
語
譯
大
藏
經
考　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-34

〔
頁
数
〕
十
三
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
滿
州
語
譯
大
蔵
經
考
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
書
物
の
趣
味
』
第
一
冊
抜
刷　

京
都
・
書
物
の
趣
味
社　

昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）
十
一
月
一
日
発
行　

末
尾
に
「
好
洛
間
事
室
」、「
四
」
印　

島
本
一
男
編

『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

滿
州
語
譯
大
藏
經
考
（
續
）　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-35

〔
頁
数
〕
十
二
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
滿
州
語
譯
大
蔵
經
考
（
續
）」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
書
物
の
趣
味
』
第
二
冊
抜
刷　

京
都
・
書
物
の
趣
味
社　

昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
五
月
二
十
八
日
発
行　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き

付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

滿
州
語
譯
大
藏
經
考
（
續
々
）　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-36

〔
頁
数
〕
十
一
頁



一
八

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
滿
州
語
譯
大
蔵
經
考
（
續
）」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
書
物
の
趣
味
』
第
六
冊
別
刷　

京
都
・
書
物
の
趣
味
社　

昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
十
二
月
二
十
五
日　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付

け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

續
露
國
の
文
献
目
錄　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-37

〔
頁
数
〕
四
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
續
露
國
の
文
獻
目
錄
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

発
行
年
月
・
掲
載
誌
未
詳　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

京
都
帝
國
大
學
所
藏 

蒙
文
丹
殊
爾
記　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-38

〔
頁
数
〕
七
頁
＋
図
一
頁

〔
内
題
・
外
題
〕　

外
題
「
京
都
帝
國
大
學
所
蔵
蒙
文
丹
殊
爾
記
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

桑
原
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
抜
刷　

京
都
・
弘
文
堂
書
房　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
五
月　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉

稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

無
量
壽
宗
要
經
考
補　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-39

〔
頁
数
〕
九
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
無
量
壽
宗
要
經
考
補
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
東
洋
學
報
』
第
十
六
巻
第
二
号
抜
刷　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
六
月　

末
尾
に
「
好
洛
間
事
室
」
印
、「
二
十
二
」
と
書
き
付
け　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉

稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

北
堂
書
鈔
の
舜
典
孔
傳　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-40

〔
頁
数
〕
十
二
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
北
堂
書
鈔
の
舜
典
孔
傳
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
内
藤
博
士
還
暦
祝
賀
支
那
學
論
叢
』
抜
刷　

京
都
・
弘
文
堂
書
房　

大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
五
月　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付

け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

富
永
謙
齋
先
生　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-41

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
三
十
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
百
三
十
号　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
六
月
十
五

日
発
行　

全
三
十
四
頁　

石
濱
の
文
章
は
「
浪
華
儒
林
傳
（
１
）
富
永
謙
齋
先
生
」
と

し
て
こ
の
号
の
十
六
〜
十
九
頁
に
掲
載　

赤
ペ
ン
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

島
本
一
男

編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

菅
甘
谷
先
生　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-42

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
三
十
一
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
百
三
十
一
号　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
七
月
十

五
日
発
行　

全
三
十
頁　

石
濱
の
文
章
は
「
浪
華
儒
林
傳
（
２
）
菅
甘
谷
先
生
」
と
し

て
こ
の
号
の
十
六
頁
に
掲
載　

表
紙
右
上
に
鉛
筆
で
「
的
場
菊
堂
遺
贈
」
と
書
き
付
け　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱

に
収
む

藤
澤
東

先
生　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-43

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
三
十
二
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
百
三
十
二
号　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
九
月
十

五
日
刊
行　

全
三
十
一
頁　

石
濱
の
文
章
は
「
浪
華
儒
林
傳
（
３
）
藤
澤
東

先
生
」
と

し
て
こ
の
号
の
十
五
〜
十
六
頁
に
掲
載　

表
紙
右
上
に
鉛
筆
で
「
的
場
菊
堂
寄
贈
」
と

書
き
付
け　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生

玉
稿
」
の
箱
に
収
む



一
九

藤
澤
南
岳
先
生　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-44

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
三
十
三
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
百
三
十
三
号　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
十

五
日
発
行　

全
三
十
二
頁　

石
濱
の
文
章
は
「
浪
華
儒
林
傳　

藤
澤
南
岳
先
生
」
と
し

て
こ
の
号
の
十
四
〜
十
五
頁
、
三
十
二
頁
に
掲
載　

表
紙
右
上
に
鉛
筆
で
「
的
場
菊
堂

寄
贈
」
と
書
き
付
け　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大

壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

藤
澤
南
岳
先
生　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-45

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
三
十
三
號
」

〔
備
考
〕LH

2

／
丙83-44

に
同
じ

梅
花
社
の
篠
崎
氏
（
上
）　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-46

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
三
十
四
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
百
三
十
四
号　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
一
月

十
五
日
発
行　

全
三
十
八
頁　

石
濱
の
文
章
は
「
浪
華
儒
林
傳
（
五
）
梅
花
社
の
篠
崎

氏
（
上
）」
と
し
て
こ
の
号
の
二
十
一
〜
二
十
二
頁
に
掲
載　

表
紙
右
上
に
ペ
ン
で
「
島

本
君
」
と
書
き
付
け
あ
り　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外

題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

梅
花
社
の
篠
崎
氏
（
下
）　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-47

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
三
十
五
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
百
三
十
五
号　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
一
月

一
日
発
行　

全
三
十
頁　

石
濱
の
文
章
は
「
浪
華
儒
林
傳
（
六
）
梅
花
社
の
篠
崎
氏

（
下
）」
と
し
て
こ
の
号
の
二
十
四
〜
二
十
六
頁
に
掲
載　

表
紙
右
上
に
ペ
ン
で
「
島
本

学
兄
」
と
書
き
付
け
あ
り　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外

題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

堀
河
學
派
の
中
江
岷
山　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-48

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
四
十
二
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
百
四
十
二
号　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
九
月

十
五
日
発
行　

全
二
十
四
頁　

石
濱
の
文
章
は
「
續
浪
華
儒
林
傳
（
三
）
堀
河
學
派
の

中
江
岷
山
」
と
し
て
こ
の
号
の
十
二
〜
十
三
頁
に
掲
載　

表
紙
右
上
に
ペ
ン
で
「
島
本

學
兄
」
と
書
き
付
け
あ
り　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外

題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

一
井
鳳
梧　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-49

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
四
十
三
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
百
四
十
三
号　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
月

十
五
日
発
行　

全
二
十
二
頁　

石
濱
の
文
章
は
「
續
浪
華
儒
林
傳
（
四
）
一
井
鳳
梧
」
と

し
て
こ
の
号
の
十
〜
十
一
頁
に
掲
載　

表
紙
右
上
に
ペ
ン
で
「
島
本
學
兄
」
と
書
き
付

け
あ
り　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉

稿
」
の
箱
に
収
む

掖
玖
の
聖
人
如
竹
散
人　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-50

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
四
十
五
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
百
四
十
三
号　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
一
月

一
日
発
行　

全
二
十
四
頁　

石
濱
の
文
章
は
「
續
浪
華
儒
林
傳
（
五
）
掖
玖
の
聖
人
如

竹
散
人
」
と
し
て
こ
の
号
の
二
十
二
頁
に
掲
載　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の

一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

大
阪
の
漢
學　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-51

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
五
十
六
・
七
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
百
五
十
六
・
七
号　

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

三
月
十
五
日
発
行　

全
二
十
二
頁　

石
濱
の
文
章
は
こ
の
号
の
一
〜
四
頁
に
掲
載　

表



二
〇

紙
右
上
に
ペ
ン
で
「
島
本
学
兄
」
と
書
き
付
け
あ
り　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』

の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

大
阪
の
漢
學　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-52

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
百
五
十
六
・
七
號
」

〔
備
考
〕LH

2

／
丙83-51
に
同
じ　

表
紙
右
上
に
ペ
ン
で
「
的
塲
菊
堂
学
兄
」
と
書
き
付
け
あ
り

東
洋
文
學
科
増
設
に
際
し
て　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-53

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
二
百
三
十
七
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
二
百
三
十
七
号　

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

二
月
十
五
日
発
行　

全
十
六
頁　

石
濱
の
文
章
は
こ
の
号
の
見
返
し
に
掲
載　

表
紙
右

上
に
鉛
筆
で
「
的
場
菊
堂
寄
贈
」
と
書
き
付
け　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の

一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

謹
ん
で
黄
坡
先
生
に
告
ぐ
る
の
文　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-54

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
二
百
三
十
八
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
二
百
三
十
八
号　

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

四
月
十
五
日
発
行　

全
二
十
頁　

石
濱
の
文
章
は
こ
の
号
の
十
六
頁
に
掲
載　

表
紙
右

上
に
鉛
筆
で
「
的
場
菊
堂
寄
贈
」
と
書
き
付
け　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の

一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

泊
園
文
庫
に
つ
い
て　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-55

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
關
西
大
學
學
報　

第
二
百
四
十
二
號
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
關
西
大
學
學
報
』
第
二
百
四
十
二
号　

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

九
月
十
五
日
発
行　

全
十
四
頁　

石
濱
の
文
章
は
こ
の
号
の
九
〜
十
頁
に
掲
載　

島
本

一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の
箱
に
収
む

富
永
謙
齋
先
生
傳
續
考　
一
冊　

石
濱
純
太
郎
著 

LH
2

／
丙83-56

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
に
「
創
立
五
十
周
年
記
念
特
輯
號　

背
光
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
背
光
』
関
西
大
学
創
立
五
十
周
年
記
念
特
輯
号　

関
西
大
学
千
里
山
学

友
会
新
聞
部　

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
六
月
刊
行　

全
百
六
十
五
頁　

石
濱
純
太

郎
の
論
文
は
こ
の
号
の
百
十
二
〜
百
十
三
頁　

表
紙
外
題
の
右
上
に
「
謹
呈
」
の
印
あ

り　

島
本
一
男
編
『
大
壷
先
生
玉
稿
』
の
一
部　

書
き
付
け
外
題
「
大
壷
先
生
玉
稿
」
の

箱
に
収
む

龜
田
氏
貯
春
樓
所
藏
本
節
用
集
目
錄　
一
冊　

亀
田
次
郎
編 

LH
2

／
丙83-57

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
家
藏
節
用
集
目
錄
」　

外
題
「
亀
田
氏
貯
春
樓
所
藏
本
節
用
集
目
錄
」

〔
頁
数
〕
七
頁

〔
備
考
〕
油
印　

外
題
の
左
下
に
「
静
安
学
社
」
と
あ
り　

内
題
の
下
に
「
昭
和
八
年
六
月
現

在
」
と
あ
り　

ペ
ン
に
よ
る
修
正
あ
り

文
稿　
一
冊　

井
狩
雪
渓
著　

自
筆
カ 

LH
2

／
丙84-1

〔
葉
数
〕
六
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

外
題
な
し　

巻
頭
附
箋
に
「
文
稿
」
と
あ
り

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　
「
富
永
氏　

呈
謙
齋
梧
右　

井
總
拜
」
と
表
書
き
あ
り　
「
九
皐
集
序
文

中
」
な
ど
の
見
出
し
あ
り　

欄
外
書
き
入
れ
、
朱
点
多
し　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

題
簽

「
仲
基
東
華
著
」
の
帙
に
収
む　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之

著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し

た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

東
崖
先
生
文
抄　
一
冊　

伊
藤
東
涯
著　

富
永
東
華
筆 

LH
2

／
丙84-2

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
紹
述
集
抄
」　

書
き
付
け
外
題
「
東
崖
先
生
文
抄
」

〔
葉
数
〕
三
十
八
葉

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

表
紙
右
に
「
東
華
先
生
之
書　
　

眞 

市
右
衛
門
」、
扉
に
「
安
永
五
年



二
一

丙
申
八
月
東
華
老
人
書
于
聚
楽
坊
僑
居
」
と
書
き
付
け　

扉
裏
に
「
東
崖
ノ
文
日
本
ノ

事
ユ
ヘ
引
キ
合
セ
ノ
為
メ
入
用
ノ

ヌ
キ
ガ
キ
ス
ル
也
文
章
モ
上
手
也
」
と
あ
り　

内

容
は
「
序
類
」、「
尺
牘
」、「
墓
碑
」、「
題
跋
」、「
策
問
類
」、「
傳
」、「
志
類
」、「
考
議

疏
上
梁
文
頌
歌
讀
類
」
に
分
か
つ　

訓
点
つ
き　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

題
簽
「
仲
基
東

華
著
」
の
帙
に
収
む　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐

集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収

む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

文
則　
一
冊　

富
永
東
華
著　

抄
写
者
未
詳 

LH
2

／
丙84-3

〔
葉
数
〕
十
三
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
文
則
」　

書
き
付
け
外
題
「
九
皐
先
生
文
則　

巻
一
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

表
紙
右
に
「
東
華
先
生
著　
　

眞
氏
」
と
書
き
付
け　

巻
首
に
「
文
則

巻
第
一　

浪
華　

九
皐
先
生
富
永
重　

著
」、
巻
末
に
「
九
皐
先
生
文
則
巻
第
一
終
」
と

あ
り　

王
宗
沐
「
龍
溪
王
先
生
集
舊
序
」、
王
守
仁
「
贈
王
堯
卿
序
」、
韓
愈
の
「
送
陳

彤
秀
才
序
」「
送
名
堅
序
」「
畫
記
」
な
ど
数
篇
を
集
錄　

訓
点　

欄
外
書
き
入
れ
多
し　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

題
簽
「
仲
基
東
華
著
」
の
帙
に
収
む　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基

之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／

東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

文　
一
冊　

富
永
仲
基
筆 

LH
2

／
丙84-4

〔
葉
数
〕
十
二
葉
（
墨
付
十
一
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「

文
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

表
紙
右
下
に
「
富
永
氏　

幾
三
郎
」
と
書
き
付
け　

漢
詩
文
の
抜
き
書

き　

柳
宗
元
「
宥
蝮
蛇
文
」、
欧
陽
脩
「
雜
記
」、
羅
隠
「
説
天
鷄
」、
曹
植
「
蜻
蛉
賦
」、

陸
亀
蒙
「
蠹
化
」、
蘇
軾
「
洞
庭
春
色
賦
」「
中
山
松
繆
賦
」、「
禹
碑
」、
黄
庭
堅
「
張
仲

吉
綠
陰
堂
記
」、
楊
雄
「
酒
箴
」、
皇
甫
嵩
「
醉
鄕
日
月
」、
蘇
軾
「
書
東
皐
子
傳
後
」、
劉

備
「
昭
烈
封
張
飛
西
鄕
侯
策
」「
拜
馬
超

鄕
侯
策
」、
劉
禅
「
賜
陳
祗
謚
詔
」、「
馬
良

與
諸
葛
亮
書
」、「
秦

答
王
商
書
」「
桓
温
上
表
」、
卻
正
「
釋
譏
」
を
抄
写
す　

句
点

あ
り　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

題
簽
「
仲
基
東
華
著
」
の
帙
に
収
む　
「
仲
基
之
著　

律
畧

／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華

之
書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

東
華
秘
笈　
一
冊　

富
永
東
華
著　

富
永
東
華
筆 

LH
2

／
丙84-5

〔
葉
数
〕
七
十
一
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
東
華
秘
笈
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

表
紙
右
下
に
「
東
華
先
生
之
書　
　

眞　

市
右
衛
門
」
と
書
き
付
け　

和

文　

薬
草
、
食
物
、
治
療
、
打
碑
法
、
棺
槨
な
ど
諸
事
物
に
関
す
る
考
証
的
覚
書　

反

故
紙
を
使
う　

訓
点
多
し　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

題
簽
「
仲
基
東
華
著
」
の
帙
に
収
む　

「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右

軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係

資
料

東
華
集　
一
冊
一
帙　

富
永
東
華
著　

富
永
東
華
筆 

LH
2

／
丙84-6

〔
葉
数
〕
十
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
東
華
集
」　

書
き
付
け
外
題
「
東
華
草
稿　

巻
一
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

表
紙
右
下
に
「
眞
氏
」
と
書
き
付
け　

巻
首
に
「
東
華
集
巻
一　

浪
華　

富
重
著
」
と
あ
り　

朱
点　

朱
筆
に
よ
る
訓
点　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐

集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収

む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

「
題
梅
畫
」
七
言
絶
句　
一
枚　

伊
藤
東
涯
書 

LH
2

／
丙84-7

〔
題
署
〕「
題
梅
畫　

東
厓
」

〔
備
考
〕
右
上
に
「
東
厓
書
記
」
印　

厚
紙
で
裏
打
ち
す　

紙
袋
に
入
る　
「
仲
基
之
著　

律
畧



二
二

／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華

之
書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

手
習
い
帳　
一
帖　

富
永
仲
基
筆 

LH
2

／
丙84-8

〔
葉
数
〕
二
十
五
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
・
外
題
と
も
に
な
し

〔
備
考
〕
帖
装　

和
文
の
手
紙
、
和
歌
、『
易
』
六
十
四
卦
名
な
ど　

表
紙
に
「
享
保
十
年　

幾

三
郎　

手
本　

富
永
」
と
書
き
付
け　
「
享
保
十
年
ハ
（
昭
和
十
三
年
迄
）
二
百
十
四
年

前
」
と
墨
書
さ
れ
た
紙
片
を
表
紙
に
貼
り
付
け　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

紙
袋
に
入
る　

「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右

軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係

資
料

手
習
い
帳　
一
帖　

道
明
寺
屋
次
郎
吉
筆 

LH
2

／
丙84-9

〔
葉
数
〕
十
二
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
・
外
題
と
も
に
な
し

〔
備
考
〕
帖
装　

和
文
の
手
紙　

巻
末
に
「
道
明
寺
屋
次
郎
吉　

元
文
四
年
己
未　

中
秋
望
前
」

と
あ
り　
「
元
文
四
年
ハ
（
昭
和
十
三
年
迄
）
二
百
年
前
」
と
墨
書
さ
れ
た
紙
片
を
巻
末

に
貼
り
付
け　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

紙
袋
に
入
る　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／
東
華
秘

笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

手
習
い
帳　
一
帖　

筆
者
未
詳 

LH
2

／
丙84-10

〔
葉
数
〕
十
六
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
・
外
題
と
も
に
な
し

〔
備
考
〕
帖
装　

和
文
の
手
紙　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

紙
袋
に
入
る　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲

基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書

／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

芳
春
書　
十
枚　

富
永
芳
春
筆 

LH
2

／
丙84-11

〔
枚
数
〕
十
枚
の
う
ち
七
枚
は
「
眞
氏　

芳
春
君
書
」
と
表
書
き
す
る
袋
に
入
る

〔
備
考
〕
和
文　

和
歌
な
ど　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基
之
著　

樂
律
考

／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／
東
華
秘
笈
」
と

表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

口
上　
一
枚　

五
井
藤
九
郎
筆 

LH
2

／
丙84-12

〔
内
題
・
外
題
〕
冒
頭
に
「
口
上
」
と
あ
り

〔
備
考
〕
和
文　

文
末
に
「
十
一
月
廿
九
日　

五
井
藤
九
郎
／
川
井
立
枝
様
」
と
あ
り　

川
井

立
枝
宛
て
の
手
紙　

和
文　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

紙
袋
に
入
る　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／

仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之

書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

富
永
九
華
宛
書
簡　
一
枚　

三
宅
直
一
郎
筆 

LH
2

／
丙84-13

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
・
外
題
と
も
に
な
し

〔
備
考
〕
和
文　

末
尾
に
「
六
月
二
日　

富
直
次
郎
様　

三
宅
直
一
郎
」
と
あ
り　

真
市
右
衛

門
旧
蔵　

紙
袋
に
入
る　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱

に
収
む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

崔
船
宛
書
簡　

山
水
画　
各
一
枚　

富
永
芳
春
筆　

富
永
九
華
画 

LH
2

／
丙84-14

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
・
外
題
と
も
に
な
し

〔
備
考
〕
書
簡
は
和
文
で
十
九
・
七
×
三
十
・
八
セ
ン
チ　

画
は
十
三
・
七
×
十
八
・
四
セ
ン
チ　

「
眞
氏　

芳
春
君
之
書
／
九
華
君
之
画
」
と
表
書
き
す
る
袋
あ
り　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

紙
袋
に
入
る　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／



二
三

謙
齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富
永
仲
基
関
係
資
料

富
永
氏
墓
碑
銘　
一
冊　

真
市
右
衛
門
筆 

LH
2

／
丙84-15

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

外
題
「
富
永
氏　

墓
碑
銘
」

〔
葉
数
〕
三
葉

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

見
返
し
に
「
富
永
家
と
眞
家
と
の
関
係
に
就
て
は
富
永
芳
春
君
の
長
子

毅
齋
へ
眞
氏
よ
り
利
勢
女
が
入
嫁
し
芳
春
君
の
第
五
子
東
華
君
は
眞
氏
の
幾
女
の
も
と

ね
入
家
し
た
と
い
う
深
い
関
係
に
あ
る
。
然
る
に
富
永
家
は
後
継
な
く
今
を
去
る
約
二

百
年
前
遂
に
絶
家
す
る
の
悲
運
に
陥
ら
れ
眞
家
祖
先
は
之
を
悲
み
て
其
墓
を
守
護
さ
れ

又
眞
家
畧
代
の
主
は
其
遺
業
を
継
が
れ
今
日
に
至
る
ま
で
守
護
さ
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。　

そ
こ
で
私
は
今
世
の
時
代
を
考
へ
て
は
將
來
墓
地
の
移
轉
且
又
縮
少
等
の
事
情
が
起
る

や
も
知
れ
ぬ
の
で
こ
こ
に
記
錄
し
後
世
に
傳
へ
眞
家
の
續
く
限
り
其
主
た
る
者
は
富
永

家
の
墓
碑
を
守
護
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
眞
家
祖
先
の
殘
さ
れ
た
る
義
務
な
り
と
思

考
す
る
依
っ
て
此
處
に
書
す
る
。
／
昭
和
貳
拾
八
年
（
皇
紀
貳
千
六
百
拾
参
年
）
初
秋

／
九
世　

眞
市
右
衛
門
／
具
宣
」
と
ペ
ン
で
記
す　

つ
い
で
大
阪
市
天
王
寺
区
下
寺
町

の
西
照
寺
に
あ
る
富
永
氏
の
墓
石
お
よ
び
墓
碑
銘
を
写
し
と
る　

真
市
右
衛
門
旧
蔵　

紙

袋
に
入
る　
「
仲
基
之
著　

律
畧
／
仲
基
之
著　

樂
律
考
／
仲
基
之
著　

九
皐
集
／
謙

齋
先
生

右
軍
蘭
亭
記
／
眞
東
華
之
書
／
東
華
秘
笈
」
と
表
書
き
し
た
箱
に
収
む　

富

永
仲
基
関
係
資
料

泊
園
（
新
聞
）　 

LH
2

／
丙85

〔
標
題
〕「
泊
園
」

〔
存
巻
〕
第
一
〜
十
二
、
十
四
、
十
五
号
（
泊
園
社
発
行　

昭
和
二
年
十
二
月
二
十
二
日
〜
昭

和
五
年
十
一
月
三
十
日
）

 

　

第
一
、
三
〜
三
十
、
三
十
二
〜
三
十
六
、
四
十
、
四
十
一
、
第
二
巻
第
二
号
（
泊
園

誌
社
発
行
、
昭
和
八
年
一
月
一
日
〜
昭
和
十
八
年
五
月
三
十
一
日
）

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
泊
園
社
・
泊
園
誌
社　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
二
月
二
十
二
日

〜
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
五
月
三
十
一
日

〔
備
考
〕
石
濱
純
太
郎
・
藤
澤
黄
坡
に
よ
っ
て
編
集
、
刊
行
さ
れ
た
新
聞　

三
十
二
×
二
十
三
・

五
セ
ン
チ　

各
号
お
お
む
ね
四
頁　

紙
箱
に
入
る

 

　

泊
園
誌
社
発
行
分
に
別
紙
の
附
錄
あ
り
：
第
四
号
「
城
山
道
人
稿
三

四
」、
第
五
号

「
城
山
道
人
稿
五

七
」、
第
十
号
「
甘
谷
先
生
百
七
十
年
祭
記
念
」、
第
十
一
号
「
城
山

道
人
稿
十
八
」、
第
十
二
号
「
城
山
道
人
稿
十
九
」「
藤
澤
黄
坡
先
生
華
甲
祝
賀
會
」、
第

十
三
号
「
城
山
道
人
稿
二
十

二
十
二
」、
第
十
四
号
「
城
山
道
人
稿
二
十
三

二
十

四
」、
第
十
六
號
「
城
山
道
人
稿
二
十
七

二
十
八
」、
第
十
七
号
「
城
山
道
人
稿
二
十

九

三
十
」、
第
二
十
八
号
「
泊
園
會
報
」

　
　
　

挟
み
物
：「
富
永
仲
基
先
生
關
係
資
料
陳
列
目
錄
」
一
枚
（
大
正
十
三
年
五
月
二
十
五

日　

於
泊
園
書
院
學
會
）、
第
十
二
号
：「
泊
園
會
第
一
回
定
時
總
會
報
告
書
」
一
枚
、
会

費
に
関
す
る
紙
片
一
枚
、
第
二
十
五
号
：「
城
山
道
人
稿
完
結
に
就
き
急
告
」
一
枚
、
第

二
十
六
号
：
会
費
に
関
す
る
紙
片
一
枚

探
奇
小
錄　
一
冊　

藤
澤
南
岳
著 

LH
2

／
丙86

〔
葉
数
〕
二
十
三
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
探
奇
小
錄
」　

題
簽
「
探
奇
小
錄　

全
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
藤
澤
南
岳　

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
七
月

〔
備
考
〕
活
版　

康
煕
綴
じ　
「
七
香
齋
藏
」
の
用
箋
を
用
う　

奥
付
に
「
明
治
二
十
年
六
月
六

日
御
届　

同
年
七
月
刻
成
」「
著
述
兼
出
版
人　

愛
媛
縣
士
族　

藤
澤
南
岳
」「
大
阪
府

東
區
淡
路
町
一
丁
目
十
六
番
地
寄
留
」
と
あ
り　
「
蒼
曰
」
に
始
ま
る
按
語
を
記
し
た
紙

片
を
多
く
挟
む　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り

七
香
齋
印
譜　
一
帖
一
帙　

藤
澤
南
岳 

LH
2

／
丙87

〔
葉
数
〕
十
九
葉
（
う
ち
三
葉
に
印
影
あ
り
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
・
外
題
と
も
に
な
し



二
四

〔
備
考
〕
帖
装　

南
岳
の
私
印
十
三
顆
を
押
印
す　

冒
頭
に
「
盡
自
得　

七
香
齋
主
人
」
と
墨

筆
で
自
題
す　

題
簽
「
七
香
齋
印
譜
」
の
帙
に
収
む　

南
岳
の
印
譜
に
つ
い
て
は
吾
妻

重
二
編
著
『
泊
園
文
庫
印
譜
集
』（
泊
園
書
院
資
料
集
成
二
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究

所
研
究
資
料
集
刊
二
十
九
―
二
、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
を
参
照

城
山
道
人
稿　
一
冊
一
帙　

中
山
城
山
著　

中
山
士

輯
校 

LH
2

／
丙88

〔
葉
数
〕
五
十
一
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
城
山
道
人
稿
」　

書
き
付
け
外
題
「
城
山
道
人
稿　

全
」

〔
蔵
書
印
〕
巻
頭
に
「
大
西
藏
書
」「
春
日
氏
印
」
印　

巻
末
に
「
藤
章
」「
士
明
」
印

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

四
周
単
辺
有
界
の
用
箋
を
用
う　

巻
首
に
「
城
山
道
人
稿　

東
　

藤

鷹
伯
鷹
著
／
男　

中
山

士

輯
校
」
と
あ
り　

藤
澤
黄
坡
の
跋
文
あ
り
、
末
尾
に
「
昭

和
丁
丑
一
月　

後
學　

藤
澤
章
謹
識
」
と
記
す　

朱
点　

墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

題
箋
「
城
山
道
人
稿
」
の
帙
に
収
む　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
四
月
泊
園
書
院
が

「
泊
園
叢
書
」
第
一
冊
と
し
て
影
印
刊
行
し
た
『
城
山
道
人
稿
』
の
原
本

洗
酲
餘
錄　
一
冊　

藤
澤
黄
鵠
著 

LH
2

／
丙89

〔
葉
数
〕
二
十
六
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
洗
酲
餘
錄
」　

題
簽
「
洗
酲
餘
錄　

全
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
藤
澤
黄
鵠　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
年
十
二
月
二
十
五
日

〔
備
考
〕
石
印　

康
煕
綴
じ　

四
周
双
辺
有
界
の
用
箋
を
用
う　

巻
首
に
「
洗
酲
餘
錄　

浪
華　

黄
鵠
藤
澤
元
撰
」
と
あ
り　

巻
末
に
乙
卯
（
一
九
一
五
）
年
十
月
二
十
一
日
「
靖
堂
」
に

寄
せ
た
黄
鵠
の
識
語
あ
り　

奥
付
に
「
大
正
三
年
十
二
月
二
十
二
日
印
刷
／
大
正
三
年

十
二
月
二
十
五
日
発
行
／
非
賣
品
」「
著
者　

大
阪
市
東
區
東
平
野
町
五
丁
目
百
八
十

九
番
地
ノ
一　

泊
園
書
院　

藤
澤
黄
鵠
」
と
あ
り

 

　

本
書
は
吾
妻
重
二
編
著
『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集
』（
泊
園
書
院
資
料
集
成
一
、
東
西

学
術
研
究
所
資
料
集
刊
二
十
九
―
一
、
二
〇
一
〇
年
）
に
影
印
を
載
せ
る
が
、
巻
末
の

黄
鵠
識
語
は
影
印
に
は
な
い

東

先
生
略
傳　
一
冊　

永
田
仁
助
著 

LH
2

／
丙90

〔
頁
数
〕
八
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
東

先
生
略
傳
」　

外
題
「
東

先
生
略
傳
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
藤
澤
先
生
贈
叙
位
祝
賀
會　

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
十
二
月
十
五
日

〔
備
考
〕
活
版　

大
和
綴
じ　

和
文　

大
正
天
皇
即
位
の
大
礼
実
施
の
際
、
東

は
従
四
位
に

追
贈
さ
れ
、
南
岳
は
正
五
位
に
叙
せ
ら
れ
た　

そ
の
叙
位
祝
賀
会
に
お
い
て
頒
布
さ
れ

た
小
冊
子

束
脩
領
收
錄　
一
冊 

LH
2

／
丙91

〔
葉
数
〕
四
十
八
葉
（
墨
付
三
十
四
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
明
治
三
十
四
年
一
月　

束
脩
領
收
錄
」

〔
蔵
書
印
〕
裏
表
紙
に
「
泊
園
書
院
」
印

〔
備
考
〕
横
帳
綴
じ　

裏
表
紙
に
「
泊
園
書
院
」
と
大
書
す

 

　

泊
園
書
院
の
束
脩
（
月
謝
）
受
領
簿　

毎
月
の
束
脩
受
領
に
つ
き
、
上
に
「
一 

束
脩

壱
封
」（
二
人
目
以
降
は
「
一 

同
」）
と
記
し
、
下
に
姓
名
を
記
し
た
う
え
で
、
上
に

「
領
」
印
を
、
姓
名
の
上
に
「
藤
澤
」
印
を
押
す　

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
一
月

か
ら
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
四
月
ま
で
の
記
錄　

帙
な
し

通
學
生
月
謝
領
收
簿　
一
冊　

藤
澤
南
岳
ら
筆 

LH
2

／
丙92

〔
葉
数
〕
六
十
九
葉
（
墨
付
二
十
七
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
大
正
五
年
十
月
初
志　

通
學
生
月
謝
領
收
簿
」

〔
備
考
〕
横
帳
綴
じ　

裏
表
紙
に
「
泊
園
書
院
」
と
大
書
す

 
　

泊
園
書
院
通
学
生
の
月
謝
受
領
簿　

毎
月
の
月
謝
受
領
に
つ
き
、
上
に
「
一 

月
謝
壱

封
」（
二
人
目
以
降
は
「
一 

同
」）
と
記
し
、
下
に
姓
名
を
記
し
た
う
え
で
、
上
に
「
領
」

印
を
、
姓
名
の
上
に
「
藤
澤
」
印
を
押
す　
「
一 

月
謝
壱
封
」
は
大
正
七
年
三
月
分
か

ら
「
一 
金
壱
円
束
」
と
記
さ
れ
、
同
年
十
月
か
ら
「
一 

金
貳
円
」
と
記
さ
れ
る　

大

正
五
年
（
一
九
一
六
）
九
月
か
ら
大
正
八
年
十
二
月
ま
で
の
記
錄　

帙
な
し



二
五

月
謝
領
收
簿　
一
冊　

藤
澤
黄
坡
筆
カ 

LH
2

／
丙93

〔
頁
数
〕
百
九
十
六
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
大
正
三
年
甲
寅　

月
謝
領
收
簿
」

 

　

一
月
〜
十
二
月
の
上
に
「
領
」
印
多
数　

巻
末
に
「
大
阪
市
南
區
・
竹
屋
町
九
番
地
・

泊
園
書
院
分
院
」
印

〔
備
考
〕
洋
装　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

裏
表
紙
に
「
泊
園
書
院
分
院
」
と
墨
書
す　

最
終
頁
に

「
泊
園
書
院
分
院
」
印
あ
り　

泊
園
書
院
分
院
の
学
生
の
月
謝
受
領
簿　

十
二
月
分
の
表

が
印
刷
さ
れ
下
に
姓
名
を
記
す　

各
月
の
枠
内
に
「
領
」
印
を
押
し
、
あ
る
い
は
「
欠
」

「
退
」
な
ど
と
記
す　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
か
ら
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
ま
で

の
記
録　

挟
み
物
と
し
て
「
泊
園
書
院
分
院
」
の
領
収
書
三
枚
、
大
阪
朝
日
新
聞
号
外

二
点
、「
小
爲
替
金
受
領
證
書
」（「
弐
円
也
」　

大
正
十
三
年
七
月
五
日
）、「
日
本
通
用
」

の
広
告
あ
り

市
郡
各
地
講
演
會
雜
錄　
一
冊　

藤
澤
南
岳
ら
筆 

LH
2

／
丙94

〔
葉
数
〕
百
葉
（
墨
付
十
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
大
正
甲
寅
四
月　

市
郡
各
地
講
演
會
雜
錄
」

〔
備
考
〕
洋
装　
「
池
村
製
」
の
用
箋
を
用
う　

裏
表
紙
に
「
大
阪
東
區
東
平
野
町　

泊
園
書
院
」

と
墨
書
す　

扉
に
尚
徳
會
、
柴
嶋
講
演
會
、
進
正
社
、
崇
徳
會
、
第
四
師
團
講
演
會
、
友

仁
會
、
加
嶋
振
徳
會
の
日
程
を
墨
書
す　

続
い
て
各
講
演
会
の
日
付
と
参
加
者
名
簿
な

ど
を
列
記
す

 

　

冒
頭
に
「
七
八
両
月
過
程
表
」（
癸
巳
七
月　

泊
園
書
院
）
一
枚
お
よ
び
友
仁
會
賛
助

員
・
維
持
會
員
を
列
記
し
た
名
簿
三
葉
を
挟
む

焄
蒿
餘
影　
一
冊
一
帙　

藤
澤
南
岳
・
藤
澤
黄
鵠
編 

LH
2

／
丙95

〔
葉
数
〕
六
十
二
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

題
簽
「
焄
蒿
餘
影
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

藤
澤
南
岳
題
字
「
念
玆
在
玆　

南
岳
」（「
君
子
香
」
印
、「
香
翁
」
印
）　

藤
澤
黄
鵠
跋
（
大
正
二
年
七
月
）　

巻
末
に
「
的
場
菊
堂
遺
書
」
印

 

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
六
日
、
東

五
十
年
祭
（
没
後
五
十
年
）
を
大
阪
生

玉
の
齢
延
寺
で
挙
行
し
た
際
、
諸
家
の
蔵
す
る
東

の
遺
墨
を
大
寳
寺
で
多
数
展
示
し

た　

そ
れ
ら
の
遺
墨
を
写
真
石
印
に
よ
り
収
載
し
た
記
念
帖　

帙
入
り　

関
西
大
学
図

書
館
の
封
筒
を
挟
み
、
封
筒
内
に
東

・
南
岳
の
書
の
写
真
を
多
数
収
む

泊
園
同
窓
會
誌　

第
四
冊 

LH
2

／
丙96-4

〔
頁
数
〕
二
十
八
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
泊
園
同
窓
會
誌　

第
四
冊
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
坂
本
栗
夫　

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
六
月

三
日

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

表
紙
右
下
に
「
大
阪
市
東
區
東
平
野
町
五
丁
目
壹
八
九
★
泊
園
書
院
」
の

印
あ
り　

見
返
し
に
「
泊
園
同
窓
會
規
則
」
を
載
せ
る

 

　

巻
頭
に
藤
澤
東

の
七
言
律
詩
「
偶
成
」（
扇
面
）
の
写
真
を
載
せ
る　

正
誤
表
を
挟

む　

裏
表
紙
上
に
「（
非
賣
品
）」
と
印
刷
す

泊
園
同
窓
會
誌　

第
五
冊 

LH
2

／
丙96-5

〔
頁
数
〕
三
十
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
泊
園
同
窓
會
誌　

第
五
冊
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
坂
本
栗
夫　

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
七
月

一
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2

／
丙96-4

に
同
じ　

巻
頭
に
藤
澤
南
岳
の
明
治
辛
卯
（
明
治

二
十
四
年
）
正
月
の
聖
勅
奉
読
式
に
お
け
る
漢
文
の
即
興
賦
（
全
四
頁
）
を
載
せ
る

第
九
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-9

〔
頁
数
〕
三
十
七
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
九
回
泊
園
同
窓
會
誌
」



二
六

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
坂
本
栗
夫　

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
六
月
三
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2

／
丙96-4

に
同
じ

第
十
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-10

〔
頁
数
〕
三
十
四
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
十
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
坂
本
栗
夫　

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
七
月

六
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2

／
丙96-4
に
同
じ

第
十
一
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-11

〔
頁
数
〕
二
十
六
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
十
一
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
篠
田
栗
夫　

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
八
月

二
十
九
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2

／
丙96-4

に
同
じ

第
拾
貳
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-12

〔
頁
数
〕
十
六
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
拾
貳
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
篠
田
栗
夫　

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
月

二
十
二
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2

／
丙96-4

に
同
じ

第
拾
參
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-13

〔
頁
数
〕
二
十
六
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
拾
參
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
篠
田
栗
夫　

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
〇
）
十
一

月
三
日

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

表
紙
に
目
次
を
載
せ
る　

表
紙
右
下
に
「
大
阪
市
東
區
東
平
野
町
五
丁

目
壹
八
九
★
泊
園
書
院
」
の
印
あ
り　

見
返
し
に
「
泊
園
同
窓
會
規
約
」
を
載
せ
る

第
拾
四
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-14

〔
頁
数
〕
二
十
八
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
拾
參
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
篠
田
栗
夫　

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
〇
）
四
月

〔
備
考
〕
副
本
あ
り
（
封
筒
入
り
）　

表
紙
に
目
次
を
載
せ
、
目
次
の
下
に
「
泊
園
同
窓
會
幹
事

印
」
の
印
あ
り　

巻
頭
に
南
岳
の
写
真
を
載
せ
る　

二
十
五
頁
に
「
泊
園
文
庫
設
立
（
假
）

規
約
」
を
載
せ
る
が
、
す
ぐ
下
に
「
此
件
取
消
」
の
印
あ
り
（
副
本
も
同
じ
）　

他
の
書

誌
事
項
はLH

2

／
丙96-13

に
同
じ

第
拾
五
六
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-15/16

〔
頁
数
〕
二
十
五
頁
＋
四
十
四
頁
（
登
門
錄
）

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
拾
五
六
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
不
明　

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
初
頭
カ

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

表
紙
左
下
に
「
泊
園
同
窓
會
」
と
あ
り　
「
登
門
錄
」
を
附
載
し
、
南
岳

自
身
の
朱
筆
訂
正
あ
り
、
末
尾
に
「
四
十
二
年
蘭
月
校
正　

七
香
斎
」
と
朱
書
す　
「
登

門
錄
」
は
吾
妻
重
二
編
著
『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集
』（
泊
園
書
院
資
料
集
成
一
、
東
西

学
術
研
究
所
資
料
集
刊
二
十
九
―
一
、
二
〇
一
〇
年
）
に
影
印
を
載
せ
る

第
拾
七
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-17

〔
頁
数
〕
二
十
五
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
拾
七
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
梅
見
春
吉　

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
十
二



二
七

月
二
十
七
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2

／
丙96-13

に
同
じ

第
拾
八
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-18

〔
頁
数
〕
四
十
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
拾
八
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
梅
見
春
吉　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
二
月
五
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2
／
丙96-13

に
同
じ

第
拾
九
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-19

〔
頁
数
〕
四
十
二
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
拾
九
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
梅
見
春
吉　

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
一
月

一
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2

／
丙96-13

に
同
じ　

朱
に
よ
る
訂
正
あ
り

第
貳
拾
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-20

〔
頁
数
〕
三
十
一
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
貳
拾
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
梅
見
春
吉　

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
一
月

一
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH
2

／
丙96-13

に
同
じ　

冒
頭
に
泊
園
同
窓
会
設
立
二
十
年
を
記

念
す
る
南
岳
の
祝
辞
（
漢
文
）
を
載
せ
る　

奥
付
の
上
部
に
「
東
都
泊
園
同
窓
會
規
約
」

を
載
せ
る

第
貳
拾
壹
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-21

〔
頁
数
〕
五
十
四
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
貳
拾
壹
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
梅
見
春
吉　

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
二
月

二
十
八
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2

／
丙96-13

に
同
じ　

奥
付
の
上
部
に
「
東
都
泊
園
同
窓
會
規

約
」
を
載
せ
る

第
貳
拾
貳
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-22

〔
頁
数
〕
三
十
三
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
貳
拾
壹
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
梅
見
春
吉　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
一
月

三
十
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2

／
丙96-13

に
同
じ　

奥
付
の
上
部
に
「
東
都
泊
園
同
窓
會
規

約
」
を
載
せ
る

第
貳
拾
參
四
五
六
回
泊
園
同
窓
會
誌 

LH
2

／
丙96-23/26

〔
頁
数
〕
六
十
六
頁
＋
五
十
八
頁
＋
十
六
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
第
貳
拾
壹
回
泊
園
同
窓
會
誌
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
者
：
梅
見
春
吉　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
二
月
二

十
四
日

〔
備
考
〕
主
な
書
誌
事
項
はLH

2

／
丙96-13

に
同
じ　

巻
頭
に
同
窓
会
延
期
に
関
す
る
「
緊

告
」（
大
正
六
年
十
二
月
）、
泊
園
書
院
の
写
真
二
枚
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十

月
の
南
岳
古
稀
記
念
祝
賀
会
の
写
真
二
枚
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
の
東

先

生
五
十
年
祭
の
写
真
二
枚
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
四
月
の
贈
位
報
告
会
祝
の
写
真

一
枚
を
載
せ
る　

奥
付
の
あ
と
に
「
泊
園
同
窓
會
規
約
」
と
「
東
都
泊
園
同
窓
會
規
約
」

を
ま
と
め
て
載
せ
る　

墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り



二
八

泰
梁
餘
哀 

LH
2

／
丙97

〔
頁
数
〕
三
十
七
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
泰
梁
餘
哀
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
発
行
者
：
篠
田
栗
夫　

発
行
所
：
泊
園
同
窓
會　

大
正
十
一
年
（
一

九
二
二
）
四
月
十
日

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

表
紙
の
外
題
右
上
に
「
大
正
十
一
年
三
月
」、
左
下
に
「
泊
園
同
窓
會
」

と
あ
り　

巻
頭
に
「
藤
澤
南
岳
先
生
墓
」「
同
上
碑
陰
」「
南
岳
夫
子
埋
髻
詩
碑
」
の
写

真
三
枚
を
載
せ
る　

本
書
は
大
正
九
年
二
月
、
南
岳
の
死
去
に
あ
た
り
、
臨
終
お
よ
び

葬
儀
の
様
子
、
各
界
か
ら
の
弔
辞
、
同
年
十
一
月
二
十
五
日
開
催
の
追
悼
公
演
会
の
式

次
第
な
ど
を
詳
し
く
記
錄
す
る

正
氣
書
院
同
窓
會
誌　
第
十
二
号 

LH
2

／
丙98

〔
頁
数
〕
五
十
五
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
正
氣
書
院
同
窓
會
誌　

第
十
二
号
」　

外
題
「
正
氣
書
院
同
窓
會
誌　

第
十
二
号
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
代
表
者
：
堀
池
道
貫　

発
行
所
：
正
氣
書
院
同
窓
會　

昭

和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
月
二
十
日

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

表
紙
に
朱
熹
の
「
正
氣 

晦
翁
」
の
書
の
拓
本
写
真
を
掲
げ
る　

巻
頭
に

会
澤
正
心
斎
「
克
己
復
禮
」、
岡
村
閑
翁
「
黄
衣
裳
元
吉
」
の
書
の
写
真
を
載
せ
る　

正

気
書
院
の
創
設
者
は
南
岳
門
人
の
越
智
宣
哲

泊
園　

發
行
十
年
特
輯
號 

LH
2

／
丙99

〔
頁
数
〕
三
十
二
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
外
題
「
泊
園　

發
行
十
年
特
輯
號
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
編
集
兼
発
行
人
：
的
塲
信
太
郎　

発
行
所
：
泊
園
誌
社　

昭
和
十
三

年
（
一
九
三
八
）
一
月
二
十
日

〔
備
考
〕『
泊
園
』
第
三
十
一
号　

洋
装
活
版　

裏
表
紙
に
「
泊
園
誌
社
」
と
印
刷
す　

巻
頭
に

富
岡
鉄
斎
の
画
（
南
岳
と
鉄
斎
の
交
遊
を
描
く
）、
東

の
書
（
五
言
律
詩
）、
黄
坡
の

書
（
七
言
絶
句
二
首
）
の
写
真
を
載
せ
る　

本
雑
誌
はLH

2

／
丙83-26

に
同
じ

三
惜
書
屋
詩
稿　
一
冊　

藤
澤
黄
坡
撰　

藤
澤
桓
夫
・
石
濱
純
太
郎
編
校 

LH
2

／
丙100

〔
葉
数
〕
二
十
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
三
惜
書
屋
詩
稿
」　

題
簽
「
黄
坡
遺
稿
」　

扉
「
三
惜
書
屋
二
稿
」

〔
発
行
者
・
発
行
年
月
〕
藤
澤
桓
夫　

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十
二
月
十
一
日

〔
蔵
書
印
〕
巻
末
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
黄
坡
の
漢
詩
集　

洋
装
活
版　

袋
綴
じ　

題
箋
は
「
黄
坡
遺
稿
」、
扉
は
「
三
惜
書
屋

二
稿
」　

冒
頭
に
黄
坡
の
写
真
を
載
せ
る　

巻
首
に
「
三
惜
書
屋
詩
稿　

藤
澤
黄
坡
先
生

撰　

男　

桓
夫
／
姻
弟
石
濱
純　

同
輯
校
」、
奥
題
に
「
詩
稿
終　

大
阪
藤
澤
氏
龍
仙
窟

刊
印
」
と
あ
り　

赤
ペ
ン
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り
（
石
濱
純
太
郎
筆
カ
）

生
員
勤
惰
表
（
勤
惰
月
旦
評
）　
八
冊　

藤
澤
南
岳
筆 

LH
2

／
丙101-1

〜101-8

〔
葉
数
〕
一
冊
目
二
十
三
葉　

二
冊
目
五
十
葉
（
墨
付
四
十
八
葉
） 

三
冊
目
三
十
五
葉　

四
冊

目
二
十
六
葉
（
墨
付
十
五
葉
） 

五
冊
目
三
十
葉
（
墨
付
二
十
三
葉
） 

六
冊
目
三
十
三
葉　

七
冊
目
五
十
葉
（
墨
付
十
六
葉
） 

八
冊
目
三
十
五
葉
（
墨
付
三
十
四
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
生
員
勤
惰
表　

一
」 「
勤
惰
月
旦
評　

二
（
三
）

（
四
）（
五
）（
六
）（
八
）」 「
月
旦
表　

七
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

横
本　

一
冊
目
か
ら
七
冊
目
ま
で
は
精
写
本
、
八
冊
目
は
草
稿　

三
冊

目
か
ら
七
冊
目
ま
で
「
月
旦
評
」（
版
心
上
）「
泊
園
書
院
」（
版
心
下
）
の
青
刷
罫
紙
を

用
う　

版
心
上
部
に
年
（
干
支
）
と
月
を
記
す　

一
冊
目
・
二
冊
目
・
八
冊
目
の
裏
表

紙
に
「
泊
園
社
」
と
墨
書
す　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

帙
な
し

 
　

塾
生
の
毎
月
の
成
績
表　

罫
線
を
引
い
て
上
下
四
段
に
分
か
ち
、
等
級
と
学
生
の
姓

名
を
記
す　

等
級
は
二
等
上
か
ら
九
等
下
ま
で
分
か
れ
、
三
等
以
上
を
高
等
と
す
る

一
冊
目　

表
紙
外
題
に
「
生
員
勤
惰
表　

一
」
と
墨
書
し
、
表
紙
右
に
「
明
治
十
年　

十

一
年
」
と
朱
書
す　

明
治
十
年
五
月
か
ら
明
治
十
一
年
十
二
月
ま
で　

見
返



二
九

し
に
「
勤
踰
于
衆
者
加
○
點　

不
勤
過
十
五
日
者
加
ヽ
点　

不
勤
過
一
月
者

加
●
點　

加
黒
圏
至
三
者
黜
其
位　

不
勤
至
六
月
者
除
其
名
」
と
記
す　

挟

み
物
：
罫
線
を
引
い
た
浄
書
用
の
下
敷
き

二
冊
目　

表
紙
外
題
に
「
勤
惰
月
旦
評　

二
」
と
墨
書
し
、
表
紙
右
に
「
明
治
十
三
年　

十
五
年
」
と
朱
書
す
る
が
、
実
際
に
は
明
治
十
二
年
一
月
か
ら
明
治
十
五
年

十
二
月
ま
で

三
冊
目　

表
紙
外
題
に
「
勤
惰
月
旦
評　

三
」
と
墨
書
し
、
表
紙
右
に
「
明
治
十
七
年　

十
九
年
」
と
朱
書
す　

明
治
十
七
年
一
月
か
ら
明
治
十
九
年
十
二
月
ま
で

四
冊
目　

表
紙
外
題
に
「
勤
惰
月
旦
評　

四
」
と
墨
書
し
、
表
紙
右
に
「
二
十
年　

二

十
四
年
マ
テ　

大
畧
」
と
朱
書
す　

明
治
二
十
年
一
月
か
ら
明
治
二
十
四
年

十
二
月
ま
で　

た
だ
し
途
中
欠
落
の
月
あ
り

五
冊
目　

表
紙
外
題
に
「
勤
惰
月
旦
評　

五
」
と
墨
書
し
、
表
紙
右
に
「
明
治
二
十
五 

六
年
」
と
朱
書
す　

明
治
二
十
五
年
一
月
か
ら
明
治
二
十
六
年
十
二
月
ま
で

六
冊
目　

表
紙
外
題
に
「
勤
惰
月
旦
評　

六
」
と
墨
書
す　

明
治
二
十
七
年
一
月
か
ら

明
治
三
十
年
六
月
ま
で　

た
だ
し
途
中
欠
落
の
月
あ
り

七
冊
目　

表
紙
外
題
に
「
月
旦
評
」
と
墨
書
す　

明
治
三
十
年
十
月
か
ら
明
治
三
十
三

年
十
月
ま
で　

最
後
の
月
旦
評
一
葉
は
何
月
か
記
載
な
し　

挟
み
物
：
罫
線

を
引
い
た
浄
書
用
の
下
敷
き

八
冊
目　

表
紙
外
題
に
「
勤
惰
月
旦
評
」
と
墨
書
す　

月
旦
評
の
草
稿　

時
期
は
不
明

だ
が
、
明
治
初
期
の
も
の
か　

挟
み
物
：
退
塾
者
五
名
の
名
を
記
す

泊
園
書
院
入
學
願
書
関
係
資
料　
十
二
枚 

LH
2

／
丙102

〔
内
題
・
外
題
〕
書
き
付
け
外
題
「
泊
園
書
院
入
學
願
書
関
係
資
料
」

〔
備
考
〕
泊
園
書
院
へ
の
入
学
願
一
枚
（
高
山
憲
之
助
、
大
正
五
年
三
月
）、
二
十
七
×
三
十
八
・

三
セ
ン
チ　
「
本
庄
主
一
」
の
住
所
・
氏
名
を
記
し
た
メ
モ
一
枚
（
日
付
：
二
月
二
十
四

日　

入
学
用
の
メ
モ
か
）、
入
学
時
の
「
保
證
書
」
十
枚
（
大
正
三
年
か
ら
六
年
）、
二

十
七
・
二
×
十
九
・
六
セ
ン
チ　

紙
袋
に
入
る

泊
園
書
院
學
制　
一
冊 

LH
2

／
丙103

〔
葉
数
〕
七
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
泊
園
書
院
學
制
」　

書
き
付
け
外
題
「
泊
園
書
院
學
制
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

和
文　

表
紙
右
下
に
「
吹
田
町　

亘　

亀
太
郎
」
の
書
き
付
け
あ
り　

筆

者
は
亘
亀
太
郎
か　

小
引
に
続
き
第
一
款
か
ら
第
七
款
に
至
る
書
院
の
規
定
を
記
す　

帙

な
し　

本
資
料
は
吾
妻
重
二
編
著
『
泊
園
文
庫
印
譜
集
』（
泊
園
書
院
資
料
集
成
二
、
関

西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
資
料
集
刊
二
十
九
―
二
、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一

三
年
三
月
）
に
全
文
を
翻
刻
掲
載
す
る

通
學
生
勤
惰
表　
五
冊 

LH
2

／
丙104-2

〜104-5, 104-7

〔
葉
数
〕
一
冊
目
六
葉　

二
冊
目
六
葉
（
墨
付
五
葉
）　

三
冊
目
五
葉　

四
冊
目
四
葉　

五
冊
目

七
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
通
學
生
勤
惰
表
」（
一
冊
目
、
二
冊
目
、
五
冊

目
） 「
通
學
生
欠
勤
一
覧
」（
三
冊
目
） 「
通
學
生
一
覧
」（
四
冊
目
）

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
出
席
簿　

住
所
・

氏
名
欄
の
あ
と
に
日
付
欄
が
あ
り
、
出
席
で
あ
れ
ば
「
勤
」
の
朱
印
を
押
す　

各
人
の

受
講
科
目
名
を
欄
外
に
墨
書
す　

帙
な
し

一
冊
目　

表
紙
に
「
明
治
三
十
九
年
二
月　

通
學
生
勤
惰
表　

計
三
拾
壹
名　

泊
園
書

院
」
と
書
き
付
け

二
冊
目　

表
紙
に
「
明
治
卅
九
年
三
月　

通
學
生
勤
惰
表　

泊
園
書
院
」
と
書
き
付
け

三
冊
目　

表
紙
に
「
明
治
卅
九
年
四
月　

通
學
生
欠
勤
一
覧　

泊
園
書
院
」
と
書
き
付

け　

表
紙
に
「
梅
見
」
印

四
冊
目　

表
紙
に
「
明
治
卅
九
年
五
月　

通
學
生
一
覧　

泊
園
書
院
」
と
書
き
付
け　

末
尾
に
「
〆
二
十
四
人
」
と
墨
書
す

五
冊
目　

表
紙
に
「
第
七
号　

卅
九
年
七
月
中　

通
學
生
勤
惰
表　

泊
園
書
院
」
と
書

き
付
け　

末
尾
に
「
〆
三
拾
九
人
」
と
朱
書
す　

表
紙
に
「
梅
見
」
印



三
〇

第
拾
七
回
泊
園
同
窓
會
通
知
簿　
一
冊　

藤
澤
南
岳
筆 

LH
2

／
丙105-17

〔
葉
数
〕
二
十
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
明
治
乙
巳
第
十
七
回
泊
園
同
窓
會
通
知
人
名
簿
」　

書
き
付
け
外
題

「
第
拾
七
回
泊
園
同
窓
會
通
知
簿
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
右
下
に
「
泊
園
□
印
」
印　

巻
頭
下
に
「
大
阪
市
東
區
淡
路
町
泊
園
書
院
」
の

角
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

明
治
二
十
八
年
十
月
十
七
日
開
催
の
第
十
七
回
泊
園
同
窓
会
名
簿　

青

刷
罫
紙
を
用
い
、
上
か
ら
「
会
費
」「
国
名
」「
市
區
町
村
番
地
」「
氏
名
」
に
分
け
て
記

入　

墨
筆
・
朱
筆
・
赤
鉛
筆
な
ど
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

帙
な
し

第
拾
八
回
泊
園
同
窓
會
通
知
簿　
一
冊　

藤
澤
南
岳
筆 
LH
2

／
丙105-18

〔
葉
数
〕
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
第
拾
八
回
泊
園
同
窓
會
通
告
人
名
簿　

地
方
」　

書
き
付
け
外
題
「
第

壱
号　

地
方
之
部　

第
拾
八
回
泊
園
同
窓
會
通
知
簿
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

明
治
二
十
九
年
十
月
十
七
日
開
催
の
第
十
八
回
泊
園
同
窓
会
名
簿
（
地

方
）　

青
刷
罫
紙
を
用
い
、
上
か
ら
「
会
費
」「
常
費
」「
国
名
市
郡
町
村
」「
氏
名
」
に

分
け
て
記
入　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
欄
外
書
き

入
れ
あ
り　

帙
な
し

乙
巳
修
學
旅
行
詩　

寧
都
訪
古
錄　
一
冊 

LH
2

／
丙106

〔
葉
数
〕
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
書
き
付
け
外
題
「
乙
巳
修
學
旅
行
詩　

寧
都
訪
古
錄
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

油
印　

明
治
三
十
八
年
十
月
の
漢
詩
文
に
よ
る
旅
行
記　

冒
頭
に
「
修

學
旅
行
詩
記
」
を
載
せ
る　

巻
末
に
「
雅
多
拜
稿
」
と
あ
り

 

　
「
修
學
旅
行
詩
記
」
に
「
今
年
乙
巳
歳
十
月
、
我
校
例
課
修
学
旅
行
」
と
い
い
、
初

年
・
二
年
・
三
年
の
学
生
二
百
余
人
は
崇
禅
寺
に
詣
で
、
四
年
・
五
年
の
学
生
百
余
人

は
生
駒
山
を
越
え
奈
良
法
隆
寺
に
向
か
っ
た
と
い
い
、
旅
行
記
中
に
東
軍
・
西
軍
の
二

隊
に
分
か
れ
て
教
練
を
行
な
う
な
ど
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
黄
坡
が
前
年
の
明
治

三
十
七
年
ま
で
勤
務
し
て
い
た
大
阪
陸
軍
幼
年
学
校
の
学
生
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

泊
園
文
庫
展
觀
目
錄　
一
枚 

LH
2

／
丙107

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
泊
園
文
庫
展
觀
目
錄
」　

外
題
「
泊
園
文
庫
展
觀
目
錄　

昭
和
廿
六
年

十
月
七
日
展
觀　

関
西
大
學
」

〔
備
考
〕
油
印　

昭
和
二
十
六
年
十
月
七
日
、
関
西
大
学
文
学
部
東
洋
文
学
科
創
設
記
念
講
演

会
に
際
し
て
開
か
れ
た
「
泊
園
文
庫
展
観
」
の
目
録　

ペ
ン
書
き
に
よ
る
訂
正
あ
り　

紙

袋
に
入
る

登
門
錄
原
稿　
五
冊 

LH
2

／
丙108-1

〜108-5

〔
葉
数
〕
一
冊
目
四
十
七
葉　

二
冊
目
二
十
七
葉　

三
冊
目
十
八
葉　

四
冊
目
六
葉　

五
冊
目

二
十
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
登
門
錄　

原
稿　

一
（
二
）（
三
）（
四
）（
五

終
）」　

表
紙
右
上
隅
に
「
ア
（
イ
）（
ウ
）（
エ
）（
オ
）」
と
墨
書
す

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

藍
刷
罫
紙
を
用
う　

第
一
冊
に
は
ア
段
（
ア
カ
サ
タ
ナ
ハ
マ
ヤ
ラ
ワ
）、

第
二
冊
に
は
イ
段
（
イ
キ
シ
チ
ニ
ヒ
ミ
）、
第
三
冊
に
は
ウ
段
（
ウ
ク
ス
ツ
ヌ
フ
ム
ユ
）、

第
四
冊
に
は
エ
段
（
エ
セ
テ
ネ
ヘ
メ
）、
第
五
冊
に
は
オ
段
（
オ
コ
ソ
ト
ノ
ホ
モ
ヨ
ロ
）

に
始
ま
る
名
を
載
せ
、
名
の
下
に
住
所
を
記
す　

名
の
上
に
「
出
」「
終
」
の
小
印
多
数

あ
り　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　
『
第
拾
五
六
回
泊
園
同
窓
會
誌
』（LH

2

／
丙96-15/16

）
附
載
「
登
門
錄
」
の
原
稿
か　

秩
な
し

泊
園
書
生
姓
名
錄　
一
冊 

LH
2

／
丙109

〔
葉
数
〕
五
十
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
題
簽
「
泊
園
書
生
姓
名
錄
」

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

奥
付
に
「
泊
園
塾
／
知
事
／
全
部
二
百
八
十
八
人
」
と
あ
り
、
裏
表

紙
に
「
知
事
／
司
史
／
共
□
」
と
あ
る
。
朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

天
保



三
一

十
四
年
（
癸
卯
、
一
八
四
七
）
か
ら
安
政
六
年
（
己
未
）
に
至
る
東

時
代
十
六
年
の

塾
生
名
簿　

吾
妻
重
二
編
著
『
泊
園
書
院
歴
史
資
料
集
』（
泊
園
書
院
資
料
集
成
一
、
東

西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
二
十
九
―
一
、
二
〇
一
〇
年
）
に
全
文
の
翻
刻
を
載
せ
る　

帙

な
し

講
筵
出
席
簿　
一
冊 

LH
2

／
丙110

〔
葉
数
〕
二
百
一
葉
（
墨
付
百
九
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
大
正
六
年
一
月　

講
筵
出
席
簿
」

〔
備
考
〕
洋
装　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

裏
表
紙
に
「
大
阪
東
區
東
平
野
町　

泊
園
書
院
」
と
墨

書
す　

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
お
よ
び
九
年
（
一
九
二
〇
）
〜
十
二
年
（
一
九
二
三
）

の
出
席
簿　

上
欄
に
日
付
、
下
欄
に
氏
名
を
記
し
、
日
付
欄
に
出
欠
の
印
を
つ
け
る

應
門
簿　
四
冊 
LH
2

／
丙111-1

〜111-4

〔
葉
数
〕
一
冊
目
八
十
九
葉　

二
冊
目
百
九
葉
（
墨
付
九
十
七
葉
）　

三
冊
目
七
十
七
葉
（
墨
付

六
十
葉
）　

四
冊
目
四
十
五
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
一
冊
目
外
題
「
壬
辰
八
月
一
日
改　

應
門
簿　

泊
園
書
院
」、
扉
の
文
字
は
外

題
に
同
じ　

二
冊
目
外
題
「
乙
未
三
月
一
日
改　

應
門
簿　

泊
園
書
院
」　

三
冊
目
外
題

「
明
治
己
亥
一
月　

應
門
簿　

泊
園
書
院
」　

四
冊
目
外
題
「
應
門
簿
」

〔
備
考
〕
一
冊
目
・
二
冊
目
は
線
装
（
四
つ
目
綴
じ
）　

三
冊
目
・
四
冊
目
は
洋
装　

一
冊
目
は

朱
刷
罫
紙
、
二
冊
目
〜
四
冊
目
は
青
刷
罫
紙
を
用
う　

上
か
ら
「
月
日
」「
出
入
」「
入

退
及
帰
省
帰
院
」「
應
門
者
姓
名
」
な
ど
に
分
け
、
毎
日
の
書
院
の
出
入
に
つ
い
て
詳
細

に
記
錄
す
る　
「
應
門
者
姓
名
」
は
出
入
の
管
理
・
記
錄
者
の
こ
と
で
あ
ろ
う　

帙
な
し

一
冊
目　

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
八
月
一
日
か
ら
同
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
三

月
一
日
ま
で　

奥
付
に
「
明
治
廿
七
年
四
月
三
十
日
」
と
あ
り　

二
冊
目　

明
治
同
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
三
月
一
日
か
ら
同
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）

一
月
六
日
ま
で

三
冊
目　

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
一
月
一
日
か
ら
同
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
七

月
十
六
日
ま
で

四
冊
目　

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
八
月
十
六
日
か
ら　

明
治
三
十
七
年
（
一
九

〇
四
）
十
二
月
三
十
一
日
ま
で　

末
尾
に
「
明
治
三
十
七
年
終
」
と
墨
書
す　

裏
表
紙
に
「
泊
園
書
院
」
と
墨
書
す

生
徒
手
帳　
一
冊 

LH
2

／
丙112

〔
頁
数
〕
百
三
十
六
頁
＋
二
十
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

外
題
「
生
徒
手
帳　

明
治
四
十
年
四
月
入
学
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
お
よ
び
巻
末
に
「
藤
澤
」
の
印
あ
り

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　

岸
和
田
中
学
校
校
歌
を
載
せ
る
こ
と
か
ら
、
同
校
作
成
の
生
徒
手
帳
と

思
わ
れ
る

第
貳
拾
貳
回
泊
園
同
窓
會
常
費
寄
贈
錄　
一
冊 

LH
2

／
丙113

〔
葉
数
〕
十
四
葉
（
墨
付
七
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
明
治
四
拾
参
年
十
月　

第
貳
拾
貳
回
泊
園
同

窗
會
常
費
寄
贈
錄　

附
特
別
寄
贈
金
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
の
書
き
付
け
外
題
の
上
に
「
泊
園
□
印
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

明
治
四
十
三
年
十
月
十
七
日
開
催
の
第
二
十
二
回

泊
園
同
窓
会
に
お
け
る
会
費
納
付
者
名
簿　

上
か
ら
「
金
額
」「
住
所
」「
氏
名
」
に
分

け
て
記
入　

末
尾
に
「
特
別
寄
贈
者
氏
名
」
を
載
せ
る　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入

れ
多
し　

帙
な
し

贈
叙
位
祝
賀
會 

出
席
門
生
氏
名
錄 

出
席
會
員
氏
名
錄　
一
冊 

LH
2

／
丙114

〔
葉
数
〕
二
十
一
葉
（
墨
付
十
五
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
書
き
付
け
外
題
「
贈
叙
位
祝
賀
會　

出
席
門
生
氏
名
錄　

出
席
會
員
氏
名
錄
」　

第
十
葉
表
に
「
出
席
門
生
氏
名
錄
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

藍
刷
罫
紙
な
ど
を
用
う　

大
正
四
年
十
二
月
十
六
日
に
お
け
る
東

と



三
二

南
岳
の
贈
叙
位
祝
賀
会
の
出
席
者
名
簿　

氏
名
の
み
載
せ
る　

墨
筆
・
赤
鉛
筆
に
よ
る

書
き
入
れ
多
し　

帙
な
し

書
院
雜
事
錄　
一
冊　

藤
澤
南
岳
錄　

藤
澤
南
岳
筆 

LH
2

／
丙115

〔
葉
数
〕
二
十
九
葉
（
墨
付
四
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
書
院
雜
事
錄
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
右
下
に
「
泊
園
文
庫
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

藍
刷
罫
紙
を
用
う　
「
冬
至
釋
奠
儀
註
」「
試
業
則
」「
春
期
釋
奠
式
」
の

項
目
あ
り　

帙
な
し

出
席
來
賓
芳
名
錄　
一
冊　

藤
澤
黄
鵠
筆
カ 

LH
2

／
丙116

〔
葉
数
〕
十
四
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
出
席
來
賓
芳
名
錄
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

氏
名
お
よ
び
肩
書
も
し
く
は
住
所
を
記
す　

墨
筆
・

赤
ペ
ン
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

帙
な
し

祝
賀
會
發
起
人
名
簿　
一
冊 

LH
2

／
丙117

〔
葉
数
〕
五
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
祝
賀
會
發
起
人
名
簿
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

表
紙
右
下
に
「
藤
澤
先
生
贈
叙
位
祝
賀
會
之
印
」
印　

大
正
四
年
十
二

月
十
六
日
に
お
け
る
東

と
南
岳
の
贈
叙
位
祝
賀
会
の
発
起
人
名
簿　

氏
名
の
み
記
す　

欄
外
書
き
入
れ
あ
り　

帙
な
し

大
阪
府
郡
部
同
窓
會
名
簿　
一
冊　

藤
澤
南
岳
筆 

LH
2

／
丙118

〔
葉
数
〕
七
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
第
二
号　

大
阪
府
郡
部
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

氏
名
と
住
所
を
記
す　

LH
2

／
丙105-18

に
続
く

も
の
か　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

帙
な
し

泊
園
同
窓
會
列
席
申
込
者
名
簿　
一
冊 

LH
2

／
丙119

〔
葉
数
〕
二
十
四
葉
（
墨
付
二
十
三
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
泊
園
同
窓
會
列
席
申
込
者
名
簿
」
な
ど

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

上
か
ら
「
會
費
」「
国
名
」「
市
郡
町
村
」「
人
名
」

に
分
け
る
な
ど
し
て
記
す　

次
の
四
点
を
合
冊
す　
「
梅
見
」
印
多
数
あ
り　

墨
筆
・
朱

筆
・
赤
ペ
ン
・
赤
鉛
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

帙
な
し

一　

表
紙
外
題
「
第
拾
六
回
〔
明
治
卅
七
年
十
月
十
七
日
〕
泊
園
同
窓
會
列
席
申
込
者

名
簿　

泊
園
書
院
同
窓
會
」

二　

表
紙
外
題
「
明
治
卅
七
年
十
月
初
吉　

第
拾
六
回
泊
園
同
窓
會
常
費
寄
贈
者
名
簿　

泊
園
同
窓
會
用
」

三　

表
紙
外
題
「
明
治
卅
六
年
五
月
中
旬　

第
拾
五
回
泊
園
同
窓
懇
親
會
列
席
簿　

泊

園
同
窓
會
幹
事
」　

左
下
に
「
泊
園
同
窓
會
幹
事
印
」
印

四　

表
紙
外
題
「
明
治
卅
六
年
五
月
初
吉　

第
拾
五
回
泊
園
同
窓
會
常
費
領
収
簿　

主

任
泊
園
書
院　

梅
見
春
吉
」　

中
央
と
左
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
泊
園
同
窓
會
幹
事
印
」

印
、
中
央
に
「
泊
園
書
院
」
の
大
印

第
十
七
回
同
窓
會
出
席
簿　
一
冊 

LH
2

／
丙120-17

〔
葉
数
〕
十
二
葉
（
墨
付
五
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
明
治
乙
巳
第
十
七
回
泊
園
同
窓
懇
親
會
出
席
氏
名
簿
」　

書
き
付
け
外

題
「
泊
園
同
窓
會
用　

明
治
乙
巳
同
窓
會
出
席
者
簿
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
右
下
に
「
泊
園
□
印
」
印　

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

上
か
ら
「
會
費
」「
常
費
」「
氏
名
」
に
分
け
て
記

す　

第
六
葉
は
「
泊
園
文
庫
基
金
債
券
利
子
及
追
納
収
入
表
」、
第
七
葉
は
「
同　

支
出

部
」　
「
梅
見
」
印
多
数
あ
り　

墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

帙
な
し



三
三

第
拾
八
回
泊
園
同
窓
懇
親
會
出
席
簿　
一
冊 

LH
2

／
丙120-18

〔
葉
数
〕
十
葉
（
墨
付
六
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
第
十
八
回
泊
園
同
窓
會
出
席
申
込
名
」　

書
き
付
け
外
題
「
第
拾
八
回

泊
園
同
窓
懇
親
會
出
席
簿
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

上
か
ら
「
會
費
」「
氏
名
」
に
分
け
て
記
す　
「
梅

見
」
印
多
数
あ
り　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
多
し　

帙
な
し

第
拾
九
回
泊
園
同
窓
會
出
席
簿　
一
冊 

LH
2

／
丙120-19

〔
葉
数
〕
九
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
第
拾
九
回
泊
園
同
窓
懇
親
會
出
席
者
」　

書
き
付
け
外
題
「
第
拾
九
回

泊
園
同
窓
會
出
席
簿
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

帙
な
し

第
貳
拾
貳
回
泊
園
同
窓
會
出
席
員
名
簿　
一
冊 

LH
2

／
丙120-22

〔
葉
数
〕
十
一
葉
（
墨
付
三
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
明
治
四
十
参
年
十
月
仲
七
於
天
王
寺
畔
八
百

松
樓
上
開
催　

第
貳
拾
貳
回
泊
園
同
窓
會
出
席
員
名
簿
」

〔
蔵
書
印
〕
表
紙
左
下
に
「
泊
園
□
印
」
印

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

上
か
ら
「
會
費
」「
住
所
」「
氏
名
」
に
分
け
て
記

す　

墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

帙
な
し

第
拾
九
回
泊
園
同
窓
會
員
名
簿　
一
冊　

藤
澤
南
岳
筆 

LH
2

／
丙121

〔
葉
数
〕
二
十
六
葉
（
墨
付
二
十
四
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
泊
園
同
窓
會
員
名
簿　

丁
未
ノ
部
」　

書
き
付
け
外
題
「
丁
未　

菊
秋　

第
拾
九
回
泊
園
同
窓
會
員
名
簿　

泊
園
同
窓
會
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

氏
名
の
い
ろ
は
順
に
記
す　

表
紙
左
下
に
「
大
阪

市
東
區
東
平
野
町
五
丁
目
壹
八
九
★
泊
園
書
院
」
印　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ

多
し　

帙
な
し

登
門
錄　
一
冊 

LH
2

／
丙122

〔
頁
数
〕
四
十
四
頁

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

外
題
「
登
門
錄
」

〔
備
考
〕
洋
装
活
版　
『
第
拾
五
六
回
泊
園
同
窓
會
誌
』（LH

2

／
丙96-15/16

）
に
附
載
の
「
登

門
錄
」
を
単
行
出
版
し
た
も
の　

明
治
六
年
か
ら
明
治
三
十
七
年
に
至
る
ま
で
の
千
六

百
五
十
六
名
の
泊
園
書
院
門
人
名
簿　

こ
の
「
登
門
錄
」
は
吾
妻
重
二
編
著
『
泊
園
書

院
歴
史
資
料
集
』（
泊
園
書
院
資
料
集
成
一
、
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
二
十
九
―

一
、
二
〇
一
〇
年
）
に
影
印
を
載
せ
る

登
門
錄　
一
冊　

藤
澤
黄
坡
筆 

LH
2

／
丙123

〔
葉
数
〕
八
葉

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

外
題
「
登
門
錄
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

裏
表
紙
に
「
泊
園
書
院
分
院
」
と
墨
書
す　

黄
坡

が
主
宰
し
た
泊
園
書
院
分
院
（
大
阪
市
南
区
竹
屋
町
九
番
地
）
の
門
人
名
簿　

明
治
四

十
四
年
（
一
九
一
一
）
六
月
か
ら
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
二
月
ま
で　

墨
筆
に
よ
る

書
き
入
れ
多
し　

帙
な
し

 

　

巻
末
に
挟
み
物
あ
り
：「
私
立
泊
園
書
院
分
院
」
と
印
刷
さ
れ
た
出
席
表
八
枚
、「
公

私
立　

諸
學
校　

大
阪
市
南
區
役
所
」
の
届
出
用
紙
一
枚
、「
藤
澤
黄
坡
先
生
」
宛
封
筒

一
枚
、「
井
崎
貞
一
郎
」「
近
藤
侃
太
郎
」
の
名
刺
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
、「
細
見
高
等
写
真
館
」

の
受
取
証
一
枚
、「
辻
政
太
郎
」
紙
片
一
枚

泊
園
同
窓
會
名
簿　
一
冊　

藤
澤
黄
鵠
筆
カ 

LH
2

／
丙124

〔
葉
数
〕
四
十
七
葉
（
墨
付
二
十
三
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
泊
園
同
窓
會
名
簿
」

〔
備
考
〕
四
つ
目
綴
じ　

青
刷
罫
紙
を
用
う　

第
二
十
五
葉
以
降
、
第
一
回
か
ら
第
六
回
ま
で



三
四

同
窓
会
の
支
出
を
記
錄
す
る　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

帙
な
し

餘
計
簿　
一
冊　

藤
澤
南
岳
筆 

LH
2

／
丙125

〔
葉
数
〕
九
十
九
葉
（
墨
付
九
十
六
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
餘
計
簿
」

〔
備
考
〕
洋
装　

藍
刷
罫
紙
を
用
う　

南
岳
の
揮
毫
・
筆
耕
の
詳
細
な
記
錄　

大
正
二
年
（
一

九
一
三
）
五
月
十
五
日
か
ら
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
二
月
ま
で　

扉
に
「
季
布
一

語　

計
慶
音
通
」
と
墨
書
す　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

帙
な
し

貌
執
錄　
一
冊　

藤
澤
南
岳
筆 
LH
2

／
丙126

〔
葉
数
〕
百
一
葉
（
墨
付
七
十
六
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
貌
執
錄
」

〔
備
考
〕
洋
装　

朱
刷
罫
紙
を
用
う　

南
岳
の
知
人
の
名
簿　

裏
表
紙
の
中
央
下
に
「
泊
園
主

人
」
と
墨
書
す　

墨
筆
・
朱
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

帙
な
し

季
語
錄　
一
冊　

藤
澤
南
岳
・
藤
澤
黄
鵠
筆
カ 

LH
2

／
丙127

〔
葉
数
〕
三
十
四
葉
（
墨
付
十
二
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
季
語
錄
」

〔
備
考
〕
大
和
綴
じ　

藍
刷
罫
紙
を
用
う　

扁
額
の
揮
毫
の
記
錄
、
書
院
の
書
籍
・
収
蔵
品
目

錄
な
ど　

朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
あ
り　

帙
な
し

泊
園
書
院
入
学
願
書　
一
枚　

清
水
久
兵
衛
筆 

LH
2

／
丙128

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
「
入
學
願
書
」　

書
き
付
け
外
題
「
泊
園
書
院
入
學
願
書
」

〔
備
考
〕
二
十
四
・
二
×
二
十
九
・
五
セ
ン
チ　

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
九
月
三
日
、
清
水

久
兵
衛
の
子
、
清
水
明
の
泊
園
書
院
入
学
願
書　

左
下
に
「
清
水
」
印

泊
園
日
誌　
一
冊
一
帙　

梅
見
春
吉
ら
筆 

LH
2

／
丙129

〔
葉
数
〕
百
九
十
八
葉
（
墨
付
百
八
十
五
葉
）

〔
内
題
・
外
題
〕
内
題
な
し　

書
き
付
け
外
題
「
大
正
六
年　

泊
園
日
錄
」

〔
備
考
〕
洋
装　

裏
表
紙
に
「
幹
吏
室　

記
事
」
と
墨
書
す　

大
正
六
年
一
月
一
日
か
ら
大
正

十
三
年
二
月
十
二
ま
で
の
泊
園
書
院
の
日
誌　

題
箋
「
泊
園
日
誌　

大
正
六
年
」
の
帙

に
収
む
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